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第
三
回
総
会

(
ク
ラ
7

・
ル
ー
ム
)

陽
俘
三
月
に
な

っ
て
、
ク
ラ
ブ
行
官

も

活
気
を
帯
び
て
き

た
。
ま
ず
一.一H
に
都

知

事

立
候
補

の
予
定
さ
れ

て
い
た
褒
野
繊早
氏

の
昼
食
会
が
行
な

わ
れ
た
.
参
加
者

九
十

名

で
盛
況
。

〃
四
兆
円
ビ
ジ

ョ
ン
”

を
中

心
に
質
疑
応
答
..
つ
づ

い
て
九
口
に
は
美

濃
部
亮
古
氏

の
昼
食
会
を
予
定
し
て
い
た

が
、

こ
の
方
は
三
凵
に
お
わ
る
予
定

の
都

議
会
が
六
日
、
さ

ら
に
九

冂
と
延
長

に
な

り
、
美
濃
祁
氏

の
側
か
ら
延
期

の
巾

し
入

れ
が
あ

っ
た
。
そ

こ
で
告
示
前
に
と

い
う

こ
と
で
十
六
ロ
を
予
定

し
て
、
改
め
て
会

員

に
昼
食
会

の
案
内
を
印
刷

し
た
が
、
発

送

直
前
、
そ
れ
も
都

議
会
延
期
の
あ
お
り

を
く

っ
た
行
政
事
務

の
渋
滞

の
た
め
知
事

十
九
目
の
定

例
昼
食
会
は
、
目
中
政

治

会
談
か
ら
帰

ッ
た
藤
山
愛

一
郎
氏

が
ゲ

ス

ト
だ

っ
た
が
、
参
加
者
百
五
名
と

い
う
大

入
数

で
、
佐
藤
首
相

に
次
ぐ
多
数

と
な

っ

た
.
質
問
も

き
わ
め
て
活
発
で
、
次

か
ら

次
と
あ
と
を
た
た
ず
、
特
に
凵
本

と
台
湾

と
の
間
の
条
約
廃
棄
閻
題
に
つ
い
て
丱滕
山

氏

の
考
え
を

た
だ
す
質
闍
が
多

か

っ
た
。

記
者
会
見

は
五
日

の
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
外

務
省

の
ア
ル
フ
ィ

ン
。
ベ
イ
氏

(
前

駐

日

大
使
館
プ

レ
ス

・
ア
タ
ッ
シ
ェ
)

と

ソ
連

海
洋
観
測
船

の
観
測
隊

一
行

(
十
九

日
)
、

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
会
員
数

四
月

…
口
現
在

会
員
多
数

の
藤
山
氏
昼
食
会

”
.公

平

に

キ

リ

キ

リ
舞

い
”

二
年
目

を
迎
え
た
記
者

ク

ラ
ブ

原

理

事

長

再

選

さ

る

の
時
間

が
さ

け
な

く
な

っ
た
と

の
美

濃

部

氏

か
ら

の
連

絡

で
再

度

開
催
不

能

の

や

む

な
き

に
至

っ
た
。

十

七

日
か
ら

は

知
事

選

挙
告

示

で
選

挙

戦

に
入

っ
た

の
で
、

遺

憾

疏
が
ら
美

{濃
部

氏

の
昼
食

会

は
取

り

止

め

と
な

っ
た
。

こ

の
間

、

〃臼公
骭半
”

を
期

そ

う

と

す

る
事
務

局

は
、

知

琳

側

と

の
交

渉

、
会
員

と

の
連

絡

に
キ
リ

キ
リ

舞

い

の

忙

し
さ
だ

っ
た
。
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会

員

社

会

員

数

コ
ニ
七
社

八
七
三
名

一
東

京

都

千

代

田

区

内

馳

町

一
ノ

一

ノ

帝

国

ホ

テ

ル
東

館

〒

㎜

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

発

行

い
邑
手
山

剄

ー

一
{ハ
一
=

↓
～

↓二

,翫
,.ロ

頭

I
-
三

↓

一

内

線

亮

さ
ら
に
ド

イ

ツ
の
V
皿

ロ
ケ

ッ
ト

の
生
み

の
親

で
、

そ

の
後

ア
メ
リ
カ
に
わ
た

っ
て

人
工
衛
星
、
宇
宙

卩
ケ
ッ
ト

の
開
発

の
責

任
者
と
し

て
有
名
な
フ
オ

ン

・
ブ

ラ
ウ

ン

博
士

(
二
十

六
日
)

と
三
回
行

な

わ

れ

た
。

ベ
イ
氏

は

「
最
近
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

の
事
情
」

と

い
う
演
題
の
講
演

を
し
た
が

四
十
名

の
参
加
者
は
熱
心
に
暫
ハ問
、

ベ
イ

氏
は
終
始
達
者
な
日
本
語
で
や
り
と
り
し

て
、
そ

の
内
容

は
好
評
だ

っ
た
。

ソ
連

の

海
洋
観
測
船

で
は
ウ
ー
ジ

ン
ツ

エ
フ
博
士

(
ソ
連
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
)

は
じ
め

流
人

の
隊

員

の
ほ
か
日
本
人
同
乗
隊
員
四

名
も
来
会
.
地
球

の
マ
ン
ト

ル
上
層
部

の

観
測
を
中

心

に
行
な

っ
た
太
平
洋
土
正
か

月
の
観
測
結

果
を
説
明
し
た
。

こ
の
会
見

に
は
ソ
連

の
報
道
陣
が
多
数

詰

め
か
け
、

写
真
、
映

画

の
取
材

で
熱
気
を

は
ら
む
も

の
に
な

っ
た

の
が
特
徴
的

だ

っ
た
。

ま
た
十
五
日
に
は
、
万
臨博
映
画

の
試
写

が
あ
り
、
会

員
招
待
を
行
な

っ
た
が
、
東

京
会
場

は

冖
七
〇
名
、
大
阪
会
揚

二
〇
名

(1)
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の
希
璽
会
員

に
招
待
状
が
送

ら
れ
た
。

二
年

目

の

活

動

に
新

味

を

ク
ラ
ブ

の
昨
昂牛
十

一
、
十

二
刀

二
か
月

分

の
決
算
と
役
員
改
選
を
議
題
に

し
た
総

会
は
十

一
口

に
開
か
れ
、
決
算
と

四
十
六

年
度
予
算
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
新

役
員

は
別
項

(
4
、

6
ペ
ー
ジ
)

の
よ
う

に
き

ま

っ
た
.
新

理
事
会

で
は
、

ま
だ

ク
ラ
ブ

創
立

【
年
で
基
礎
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
固

ま

っ

て

い
な
い
か
ら
と
の
理
由

で
、
原

四
郎
前

理
嘱
長
が
再
選
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

の
活
躍

が
期
待
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
企
画
委

員
会
、
総
務
委
貝
会

の
顔

ぶ
れ
も
き

ま

っ

た
が
、

二
年

目
に
入

「
た
ク
ラ
ブ

は
、
想

を
新
た
に
し
て
、
全
会
員
の
要
削
萬
に
こ
た

え
る
活
動
を
展
開

し
て

い
こ
う
と

い
う

の

が
、
嚇
務
局

を
含

め
て
新
役
員

の
決
意

で

あ
る
。

会
員
の
異
動

-

入

会(
登
録
ク
ラ
7
員
)

滝
沢

寛

読
売
新
聞
出
版
局
次
長
週
刊
読

売
編
集
部
長

吉
田

恭

新
潟
日
報
東
京
支
社
長

内
山

精

一

東
北
放
送
常
務
取
締
役

(
東
京

支
社
在
勤
)

韲

実

日
本
経
済
新
聞
編
集
局
次
長

江
刺
家
璽
貞

吉
川

亨

笹
川
野
口
小
林
玉
城
遠
矢

了
平
至
渓茂

鎮
夫
直
輝

〃〃〃〃〃〃

取
締
役
副
袿
長

取
締
役

取
締
役
総
務

編
集
局
長

編
集
局

編
集
届
取
材
本
部

四
志
男

福
井
淳

一
郎

石
田

端

島

桂
次

高
橋

雄
亮

畑

源
生

'〃〃〃〃

報
道
局
次
長

政
治
部
副
部
長

政
経
番
組
班
部
長

経
済
部
副
部
長

政
治
部
紀
者

吉
村
岸
田
児
島

尾
賀
芥
川
山
田
大
山

芳
照将

肆
郎
恵
佐

退

会

達
二
誠
吾
高
明

読
売
新
聞
週
刊
読
売
編
集
部
長

新
潟
日
報
取
締
役
東
京
支
社
長

東
北
放
送
取
締
役
報
道
制
作
局長

内
外
ク
ィ
ム
ス
社
社
主

斎
藤
堀

忠
夫

荒
尾

達
雄

信
越
放
送
報
道
部
長

毎
11
新
聞
西
部
本
社
代
喪

東
奥
日
報
東
京
支
社
長

日
本
海
磐
新
聞
祉
取
締
役
礼
長

紺
野
宋
弘
嶋
元
近
藤
小
倉
石
井

靖
彦
達
雄
謙
郎汎

貞
男
経
夫

読
売
新
聞
解
説
部
次
艮

””
ノ

'

〃

外
報
部

〃

祉
会
部
通
信
㌔h
任

ス
ポ

ー
ツ

ニ
ッ
ボ

ン
新
聞
東
京

本
祉
取
締
役
制
作
局
長

共
同
通
信
祉
理
事
待
遇
、
社
長

室
長

〃

編
集
局
次
長

日
本
放
送
協
会
教
育
局
長

'

狩

野

近

雄

ス

ボ
ー

ッ

ニ

鮫
島
菅
野
神
良

敬
治徹

克
巳

11〃11

深
川
岡
田
樋
ロ
吉
田
吉
田
石
本

誠
臣
弘剛

寿
孝
安
伸
晴
夫

〃〃〃〃〃

政
治
部

鴇
貯
鵬

糸

・γ
」,「

経
済
部

工
業
部
次
長

工
袰
部
第
二
部

編
集

委
員

外

報
部

大

阪
本
祉
編
集
局
長

ツ
ボ
ン
新
聞
代
表

取
締
役
社
長

役
職
変
更

田
中

古
川
新
谷
秋
元

子
玉

清
徳
波
夫
全
三

森
田
古
川
矢
崎
幅狩
野

茂
昭
三
泰
久
泰
男
近
雄

ロ
本
経
済
新
聞
政
治
部
次
長

副
部
長

内
外
タ
イ
ム
ス

〃

〃

政
経
部
長

〃

編
集
扇
編
集
委
員

儀
越
放
送
人
事
部
長

毎
日
新
聞
常
務
取
締
役
西
部
本

祉
代
表

テ
レ
ビ
西
冂
本
代
表
敢
締
役
社長

新
大
阪
新
関
取
締
役
編
集
局
長

〃

国
際
局
長

東
奥
日
報
東
京
攴
礼
長

電
話
番
号
変
更

四
国
新
聞
社(
61
)

大

和
タ
イ
ム
ス
(
22
)

6

2

6

1

1

1

1

1

西
日
本
新
聞
祉

代
長
代
理

小
屋

修

一

東
京
支
袿
次
長

兼
編
集
長

代
麦
代
理

ド
村

孝

匹

荒
井

良
徳

代
表

・
代
表
代
理
変
更

中
国
新
聞
社

代
麦

山
本

却

代
表
取
締
役
社長

東
哀
攴
社
編
集
部
.長

金
沢

克
郎

住
友

公

一

清
洲

耕
二

三
浦

清

三
善

清
達

田
沼

修
二

広

堅
太
郎

大
山

墨
人

岩
崎

俊
夫

山
内

雅
夫

“
本
放
送
協
会
経
済
部
記
者

〃

外
信
部
記
者

〃

政
経
番
組
班
チ
ー

フ

デ

ィ
レ
ク
タ
ー

〃

報
道
局
次
長

〃

報
道
局
チ
ー
フ
げア
ィ

レ
ク
タ
ー

〃

国
際
局
欧
米
部
長

〃

教
育
局
教
養
班
部
長

〃

芸
能
局
次
長

〃

芸
能
局
洋
楽
班
チ
ー

フ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー

ス
ボ
ー

ツ
ニ
ッ
ハボ
ン
新
閹
剛社
取

締
役
社
長
室
長

〃

編
集
局
長

(2)
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チ

ェ
コ
に
か
Mゲc
ら
ず

ソ
連

圏

に
は
記
者

ク

ラ
ブ
と

い
え

る
も

の
は
存
在

し
な

い
。

す

べ
て
が
国
営
企

業

で
あ

り
、
新

聞
記

者

も

い
わ
ば

〃
国
山豕
公
務

員

”

で
あ

る

と

い

う

国
が
ら

か
ら
・い

え
ば
記

者
個
人

の
資

格

で
勝

手
に
ク
ラ

ブ
を

結

成

す

る
こ
と

は
考

え

ら
朮
加

い
し
、

ま

し

て
ブ

ル
ジ

」
ア
国

家

の
新
聞
記
者

と

同

じ
ク

ラ
ブ
を
作

ろ
う

と

い
う
発
想

は
期

待

す

る
方

が

ム
リ

と

い

ひ

ラ

リ

う

蔓

σ

し

か

し

、

そ

の

か

わ

り

と

い

り
て

は

変

だ

が

、

ジ

ャ

ー

ナ

ーー

ス

ト

同

盟

と

い

う

組

織

は

ガ

ッ

チ

リ

し

て

い

冂42
、

こ

の
同

盟

に

は

個

人

の
資

格

で

は

い

り

、

か

り

に

年

金

生

活

に

は

い

っ

た

と

L

て

も

メ

冫

.、
i

・

ノ

シ

ッ
プ
を
失

う

こ
と

は
な

い
。

フ
ラ

バ
の
中

心
街

、
「
古

い
街

の
広

場

」

は
宗

教
改
革

の
犠
牲

者

、

ヤ

ン

・
フ

ス

の

銅

像

が
あ

る
広

場

と

し
て
有
名

だ
が
、

こ

の
フ
ス
広
揚

か
ら

ブ

ル

ク

ワ
川

に
向

か

り

て
走

る
人

通

り

に

チ

鑑

コ

・
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト
同

盟

の
古

色

蒼
然

と

し
た
建

物

が

あ

る
.
通

り

の
名

は

パ
リ

通
り

。
十

九

川匹
紀

末

か
ら

二
十
慨

紀
初

め

、

ハ
プ

ス
ブ

ル
グ

帝

国
花

や

か
な

こ
ろ

に

バ
リ

に
似

せ

て
作

っ
た
通

り
だ

が

、

チ

ェ

コ
の
作

由豕
カ

フ
カ

が
生

ま

れ
古け
っ
た
家

が

、

そ

の
ま

虫
残

っ

て

い
る
と

い
う

ゆ
・い
し

ょ
あ

る
通

り

だ
、

こ

の
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス

ト
同
盟

は
国

民
戦

線

の

…
員

と

し

て
政
治

、
社

会

活
動

を
認

め

ら
れ

た
れ

り
き

と

し

た
団
体

、

と

い
え

ば

い
か
め

し

い
が
、

一
階

の

レ
ス
ト

ラ

ン

は
チ

ェ
コ
人
記

者

は
も

ち
ろ

ん
、
外

人

記

者

も
自

由

に
出

入

り
で

き

る
。

夜

は
早

く

し
ま

っ

て
し

ま

う

の

は
タ

マ

に
き

ず

だ

が
、
百

人
近

く

は

い
れ

る

レ
ス
ト
ラ

ン
は

昼

め
し
ど
き

に

は
内

外

の
記
者
が

集

ま

っ

て
に
ぎ

や

か
な

こ
と

に

な

る
。

チ

ェ
コ

・
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス

ト

同

盟井

沢

正

忠

,

八冂
本
縄
済
薪

聞
袿
外
報

部
次
長
元
ゾ

ラ

バ
特
派
口

一

靆

'
.
`
讐

凝

罵
隷

'

&

.

”
・

蠶

薗

、
譱

N
滋

箋

Z
…

钁

=

諌
、、
観

瀦

難

藪

螺

難

難

・
、
醜

噛

熱

…

藻

靉

靉

潔

臻

}

鞍

鼕

瀁

懣
鑠
戀
灘

「
モ

ノ

い
え
ば
唇

さ

む

い
」

昨
今

の
チ

ェ

コ
で
も

こ
こ
だ
け

は
自

由

な
と

こ
ろ
.

〃
右

翼

修

正
主
義
者

”

狩

り

が

始

ま

っ
た

こ
ろ
、

プ

ラ

ハ
市
委

員

会

か

ら
除

名

さ
れ

た
ば

か
り

の
キ

ン
ツ

ル
・記
者

と

会

っ
た
と

き
な

ど

、

フ
サ

ー
ク
政
権

の
批

判

を

大
声

で
や

・12
れ

て

こ
ち

ら
が

び

っ
く

り

し
た

ほ

ビ

だ

っ
た
。

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト
同

盟

の
性

格
…上

、

こ

の
建
物

で
同

盟

主
催

の
記
者

会

見

が
開

か

れ

る

こ
と

は
ゼ

ロ
だ

が
、

会
館

の

冖
部

を

使

っ

て

の
記
者

会
見

は
時

た

ま

開

か

れ

る
。し
か

し
、

プ

ラ

ハ
を
訪

れ

る
外

人
記

者

は
必
ず

こ

の
建

物
を

通

り
す

ご

す

こ
と

は

で
き
な

い
。
「
外

人
記

者

が

プ

ラ

ハ
に
や

っ
て
く

る

の
は

い
い
が
、
.取
材

と

い
え

ば
、

よ
く

て
タ

ク

シ
ー

の
運
転

手
、

ひ

ど

い
の

に
な

る

と
夜

の
姫
君

だ
け

か

ら
話

を

用

い

て
、
原

稿

を
打

た
れ

て
は

か
な

わ
な

い
。

ま
と
も

な

話

も
聞

い

て
も

ら

わ

ね

ば
ー
」

と

い
う

こ
と

で
、

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
同

盟

の
な

か

に

は
外

人

記

者
専
翔

の
イ

ン
フ

ォ

メ
ー

シ

ョ

ン

.
セ
ン
タ
ー
が

活

躍

し

て

い

る
。

六

八
年

の
チ

ェ

コ
事

件

以

来

こ

の

セ

ン
タ

ー
を

訪

れ
た

日
本

人
記

者

は
約

六
十

人
と

か
。

ワ

ル

シ

ャ

ワ
で
、
あ

る

い
は

ブ

タ

ペ

ス

ト

で
お

な

じ
み

の
顔

に
ば

っ
た
り
出
会

う

の
も

こ

の
イ

ン
フ

ォ
メ

ー

シ

ョ
ン

・
セ

ン

タ

ー

で

だ
。

五
十
.半
方

メ
ー

ト

ル
た
ら

ず

の
小

さ

な
部

屋

だ
が

、

二
人

の
ベ
テ
ラ

ン

記

者

と

一
人

の
美

人
秘

書

が

こ

の
セ

ン
タ

ー

で
英

、
独

、
仏

、
露

と
相

手

に
よ

っ
て

こ
と

ば

を
変

え

な

が

ら

チ

ェ
コ
情
勢

の

〃
正
確

な
”
解

説

を
μ打
な

っ
て
い
る
。

新

着

購

入

図

書

朝

日
年

鑑

46
年

度
版

フ

ィ

ッ
シ

ュ

。
オ

ン

(
朝

目
新

聞
社
)

奔

馬

(
三
島
由

紀
夫

著

)

暁

の
寺

(

〃

)

春

の
雪

(

〃

)

テ

レ
ビ
文

明

へ
の
生
11
発
状

(
ニ
コ
ラ

ス
。

ジ

ョ
ン
リ
ー
著
)

大

恐

慌

(
J

・
K

・
ガ

ル
ブ

レ
イ

ス
著

)

紛

争

の

一
般

理
論

(
K

・
E

・
ボ

ー

ル

一7
イ

ン
グ
著

)

科
学

と

し

て

の
経

済

学

(

〃

)

朝

鮮

史

入

門

(
旗
田

巍

著
)

日
本

の
韓

国
併
合

(
山

辺
健

太
郎
著

)

遊

び

と
人
間

(
R

・
カ
イ

ヨ
ワ
著
)

誰

も
書

か
な

か

っ
た

ソ
連

(
鈴

木
俊

子
著
)

セ
ク
サ

メ

ロ
ン

(
ベ

ン
ク
ト

・
ア

ン
デ

ル

ベ
リ

ー
編

)

美
女

と
皇

帝

の
国

(
鈴

木

了

司
著
)

(o)



昭和46年4月10日 第14号

第

三

回

総

会

`

(昭
和

46
年

3
月
11
日
(
木

ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム

)
)

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
第
..一回
総
会

は
、
出
席
杜
三
三
、
委
任
社

八
三
、
計

一
工
ハ
会
員
社

の
出
席

を
も

っ
て
成
立

(定

足
数
九

二
)、
原
理
事
長
司
会
の
も

と
に
開

か
れ
、

昭
和
45
年

11
こ
12

月
の
決
算
報
告

(
別
稿
)
、
真
崎
監
事

の
監
査
報
告
に
続

い
て
、

昭
和
46
年
度

の

予
算
報
告

(
別
稿
)
、

昭
和
45
年
11
～

12
月

の

債 の 部

一日 金 馴
円,

受 金30,000[

6,250,000

323,400

iI

繰越剰余金現在高6,892,036

(内 当 期 剰 余 金29,376)

5汁13,495,436

事
業
報

告

(
会
報
第
13
号
掲
載
)
が
行

な
わ
れ
、
い
ず
れ
も
異

議
な
く

了
承
さ
れ
た
。

つ
い
で
役
員
改
選
の
議
題
に
は

い

っ
た
が
、
改
選
の
方
法

に

つ
い
て
、
理
事
長

一
任
の
発
言
が
あ

っ
た
の
で
、
原
理
事
長

か

ら

「役

員
選
考

委
員
会
を
設
け
て
役
員

の
選
出
に
あ
た

ウ
て
は

ど
う
か
」
と

の
提
案
が
出
さ
れ
全
員
了
承
、

つ
ぎ
の
六
会

員
が

遷
考
委
員

に
指
名
さ
れ
た
。

斎
藤
栄

一

(
毎
日
新
聞
)、
伊
藤

洗

(東
京
新
聞
)

荒
尾
達
雄

(
共
同
通
信
)、
深
山

栄

(北
日
本
新
聞
)

i継 通常財産現在高1・581,525i.廟

,525.1小 一.一『評1・,58・,5煽

期末正味財産現在高8,473,561

橋
本

博

(
東
京
放
送
)、

江

尻

進

(
日
本
新
聞
協
会
)

選
老
委
員
は
た
だ
ち
に
別
室

で
協
議

し
た
結
果
、

つ
ぎ

の
理

事
十
八
名
、
監
事
二
名
を
選
考
、
斎
藤
委
員
か
ら
総
会
に
報
告

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
直
ち
に
新
理
事
会
が

別
室

で
開
か
れ

(
第
16
回
理
事
会
記
録
参
照
)
、
新
理
事
長

に

原

四
郎
理
事
を
再
選
し
た
旨
、

田
代
理
事
か
ら
総
会
に
報
告
、

承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
、
原
理
事
長

か
ら
各
委
員
会
委
員
を
委

嘱

(
6
ペ
ー
ジ
参
照
)
し
て
閉
会

し
た
。

財 産 目 録

}1昌手046ζ{三12,'!31.口現 イ正三

負

科

仮

特別準備積立金

退職準備積立金

部1

金 額,
1

円iI

61、340に

310,456/

・0αoooli

小

18・000il

414,000iI

5,718,240・

300,000.i

6,250,000:1

323,400

1
13,495,436

1・581・52511

資 産 の

科 口 …

繰越剰雑 の部1

現 金1

銀 行 預 金

仮 払 金
」

立 替 金

未 収 会 費i

敷 金

有 価 証 券

特別準備積立預金

退職準備積立預金

小 計

繰越通常財産の部

什 器

計小

合計

財 産 目 録 内 訳

備 考

手元現金

三和,住 友銀行

クラブ ・ルーム手元資金

昼食会費未納分

未納会費21社

帝国ホテル借室敷金

電話債券

三和銀行

住友銀行

46年1月 ～3刀 会費預 り

特別準備金

退職準備金

事務机他什器

金 額1凵科

61,340

310,456.

100,000

18,000

414,000

5,718,240

300.000

6,250,000

323,400

30,000

6,250,000

323,400

1,581,525

(
理
事
長
)
原

四
郎

(読
売
新
聞
社
)

理

事

田
代

喜
久
雄
(朝
日
新
聞
杜
)

斎
藤

栄

一

(
毎
日
新
聞
社
)

武
山

泰
雄

(
日
本
経
済
新
聞
社
)

中
山

了

(
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
)

伊
藤

抗

(
東
京
新
聞
社
)

高
田

秀
二

(
共
同
通
信
社
)

篠
田

寛

(
時
事
通
信
祉
)

高
田

景
次

(
秋
田
魁
新
報
社
)

稲
元

寛
介

(神
戸
新
聞
社
)

三
ッ
野
真
三
郎
(北
国
新
聞
社
)

平
野

宗
義

(
日
本
放
送
協
会
)

橋
本

博

(東
京
放
送
)

宮
崎

武

(
日
本
テ
レ
ビ
)

久
野

昌
輝

(
フ
ジ
テ
レ
ビ
)

泉

毅

一

(
日
本
教
育
テ
レ
ビ
)

江
尻

進

(新
聞
協
会
)

杉
山

一
男

(
民
間
放
送
連
盟
)

監
事

小
田

泰
秀

(
西
日
本
新
聞
社
)

真
崎

貞
夫

(
毎
日
放
送
)

(4)

現 金

銀 行 預 金

仮 払 金

立 替 金1

未 収 会 費I

l敷 金
1有 価 証 券

特別準備積立預金

退職準備積立預金

仮 受 金

特別準備積立 金

退職準備積立 金

1什 器



昭和46年4月10日 第14号

予 算

自 昭和46年1月1口
至 昭和46年12月31目

科 目 予 算額1

収 入の 部1

会 費 収 入.39,336,000

会 員 社 基準会 費 .16,800,000

個 人 会 費 …22、536,000

雑 収 入180,000

預 金 利 窟.175,200

赤 電 話 手 数 料4,800

収 入 計39,516,000

、支 出の部

運 営 費18、132,0001

借 室

会 議 費

講 演 会 費

会 報 発 行 費

管 理 費

什 器 備 品 費

運 営 雑 費

彳斗 ヨ12,720,000

事務関係費

通 信 費E

交 通 費

印 刷 費

消 耗 品 費

会員証 作 成 費
1

事 務 委託 費

事 務 雑 費I
I

総会,懇 親会費

人 件 費

252,000

2、4001000

1,200,000

240,0001

1,200,000

120}000i

3,660,000

1

1.200,000:

180,000

1,080,0001

300,000

120,000

600,000

180,000

990,000

8,459,000

給 与

賞与ほか諸手当

厚 生 費

諸積立金

4、878,000

3,459,000

122,400

7,520,400

特別準備積立金

退職準備積立金

7.200,000.
1

320,400

予 備 費754,200

支 出 計39,516,000

収 支 計 算 書 お よび 内 訳

自 昭和45年11月1日
至 昭和45年12月31口

△印=赤 字
1-.一 一 一一..一 一一 一

科 冂 予 算 額

収 入 の 部

会 費 収 入

i会 員社基準会費.、82。 。。qFI
個 人 会 費3,753,000

1雑 収 入
E

預 金 利 息

赤電 話 手 数 料

収 入 計

支 出 の 部

運 営 費

借 室 料

会 議 費

講 演 会 費

会 報 発 行 費

管 理 費

什 器 備 品 費

運 営 雑 費

事務関係費

通 信 費

交 通 費

印 刷 磯

消 耗 品 費

会員証 作成 費

事 務 委 託 費:

翻訳 タイプ費

事 務 雑 費

総会、懇親会費

0

01

6,573,000

2,910,000
1

2,120,000
1

40,000

400,000
1

200・0001

30』00

100,000

20,000

470,000

150,000

40,000

120,000

40,000

4,000

60,DOO

16,000

40,000

400,000

決算劍 対比黻

2,820,0000

3,759,0006,0001

舗
}

6,607,7961

2,883,066

2,101,2301
1

39,7401

293,901

208β37△
1

30.645△

1
193,900△

・5,5131
1

439,509:△

178,570△

25,741

97,280

15,777

2,000

60,000

・ … 旨

55,141△

430,564〈

:

27,596:

1,200

34,796

26,934 ,

18,770

2601

106,099:

8β37「

645

93,900

4,687

30,491.

38,57σ
i

14,259i

22,7201 亅

2街2231

人 件 費

給 与

賞与・ほか諸手 当

厚 生

諸積立金

費1

特別準備積立金l
I

退職準備積立金i

予 備 費1

支 出 詩1

2,270,000

775.0001
1

1,475,000:
1

20,0001

446,000i

400.000

46,000

77,0001

6,573,000

2,220,281!

1758
,609:

1,441,752…

19,920;

i
446,0001

400,0001

46,000

159,000△
 

・,578,42・1△

2,000

0

11,000

15441

30,564

49、719

16β911

33,248

80:

0

0

01

82,000

5,420

(5)



紹和46年4月10日 第14号

河
村

欣
二

石
塚
俊
二
郎

水
上

健
也

萩
原

宏
平

岩
立

一
郎

(
朝
日
新
闇
社
)

(
毎
日
新
聞
社
)

(
読
売
新
聞
祉
)

(
日
本
放
送
協
会
)

(
日
太
Mテ
レ
ビ
放
送
網
)

(
国
際
小
委
員
)

高
田
小
島
建
部
吉
井
久
野
泉山
田

秀
二
章
伸
直
文
勝
人
昌
輝
毅

一

年
栄

(
共
同
通
信
社
)

(
凵
本
経
済
新
聞
社
)

(北
海
道
新
聞
社
)

(京
都
新
聞
社
)

(
フ
ジ

テ
レ
ビ
ジ

コ
、、'
)

(
日
本
教
育

テ
レ
ビ
)

(
日
本
新
聞
協
会
)

企
画
委
員

高
橋

照
明

中
沢

道
明

大
森

建
道

浅
野

修

(
東
京
放
送
)

(読
売
新
聞
祉
)

(
目
本
民
間
放
送
連
盟
)

(
目
本
新
聞
協
会
)

(
会
報
小
委
眞
)

武
山
中
山
平
野
橋
本
江
尻
杉
山

泰
雄了

宗
義博進

一
男

総
務
委
員

斎
藤

栄

一

田
代
喜
久
雄

(
毎
日
新

聞
社
)

(
朝
日
新
聞
社
)

(
目
本
経

済
新
聞
社
)

(
サ

ン
ケ
イ
新
聞
社
)

(
口
本
放
送
協
会
)

(
東
京
放
送
)

(
目
本
新
聞
協
会
)

(
目
本
民
間
放
送
連
膃
)

第
1

回

監

事

会

(昭
脚
〔鐔

3
月

夥

ブ
)

昭
和
45
年

11
～
12
月

の
会
計
監
査
を
行

三
、
四
月
の
ク
ラ
ブ
行
事
を
協
議
、
藤

山
愛

冖
郎
氏
の
昼
食
会
は
、
外
人
記
者

に

も
開
放
す
る
こ
と
を
確
認
、
四
月
中
句

に

新
任
韓
国
大
使

を
昼
食
会
に
招
待
す

る
こ

と
を
決
定

し
た
。

そ
の
他
ゲ

ス
ト
と
し
て

谷
村
公
取
委
委
員
長
、
佐
藤
首
相
、
友
納

千
葉
県
知
事
な
ど

の
名
前
が
あ
げ

ら
れ

た

が
、
政
治
家
は
選
挙
後

に
、
も
う

冖
度
検

討

し
て
招
待
者

と
口
時
を
決
定
す

る
こ
と

に
し
た
。
な
お
ク
ラ
ブ
も
発
足

二
年
目

に

は

い
っ
た

の
で
、
地
方
会
員

の
た
め
に
東

京
以
外

の
地
域

で
ラ
ン
チ
ョ
ン
を
開
催
す

る
案
、
会
員

の
た
め
に
、
医
師
評
論
家

の

話

な
ど
を
聞
く
案
、
趣
味

の
会

(
囲
其
阿、

ゴ
ル
フ
な
ど
)
を
作

る
案

な
ど
が
出

さ
れ
、

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
懸
案

の
見
学
会

は
、
四
月
下
旬

か
五
月
中
旬
、
横
須
賀

の

米
海
軍
基
地
を
視
察
す

る
こ
と
に
決
定

し

た
。

第
16

回

理
富

会

(螺
陬
(罅

3
月

鈔
鬘

)

田
代
喜
久
雄
理
事
が
仮
議
長

と
な

っ
て

開
催
、
新
理
事

長

に
原
四
郎
理
事
・を
再
選

お
詑
び

モ
ブ

ツ
大
統
領
昼
食
会

の
際

は
急
拠
、
会
場
を
変
更
「い
た
し
ま

し
て
ご

迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

お
詑
び

い
た

し
ま
す
。

第
15
回

理

事
会

(㎜
陬
(罅

3
月

鏨

2

昭
和
45
年

11
～

12
月
度
決
算
董
目
お
よ
び

事
業
報
告
を
承
認

し
た
後
、
12
月

理
事
会

で
決
定

し
た
昭
和

46
年
度
予
算

の
う
ち
、

別
室

の
借
室
料

(
特
別
準
備
積

立
金

よ
リ

支
出
)
、

貸
室
収

入

(雑
収
入

の
中

の
別

項
で
処
理
)

の
処
理
を
再
確

認
し
、
第

4

同
総
務
委
員
会

で
決
定
し
た

シ
ン
ボ

ル
マ

ー
ク
募
集

の
賞

金
を
予
備
費

か
ら
支
出
す

る
こ
と
を
承
認

し
た
。

出
席
者

11
原
理
事
長
、
田
代
、
斎
藤
、

中
川
、
武
山
、
伊
藤
、
小
笠
原
、
古
井
、

高
橋

(
橋
本
代
理
)
、
宮
崎
、
久
野
、
泉

、

江
尻
、
杉
山
、
監
事

ほ
小
田
、
真
崎
、
事

務
局
11
前
田
、
春
原

二
月

か

ら

オ
ー
プ

ン
し

た

「
別
室

」

の

評
判

が

よ

い
。

一∴
月

は

二
十

三
回
会

員
社

ま
た

は
会

員
諸

氏

の
利

用

を

受

け

て

い

る
。

二
十

三
回

と

い
え
ば

、

休

卩
を
除

く

ほ
と

ん

ど
毎

日
使

わ
れ

て

い
る

こ
と

に
な

る
。

し

か

し
夜

、
昼

二
回

使

え
ば

、

こ

の

倍

以
上

の
会
合

に
利
用

で
き

る

の

だ

か

ら
、

さ

ら

に

い

っ
そ
う

の
ご
利

用

を
期
待

し
た

い
。
静

か
で
落

ら
着

け

る

こ
と
が
好

評

の
も

と
.

「
別
室
」
大
好
評

第
18
回
企
画
委
員
会

(嬲
輛
廳
蕊

鵯

ブ
)

笠
置

正
明

(
口
本
新
聞
協
会
)

な

い
、
帳
簿

、
証
票
な
ど

の
記
帳

処
理
を

監
査
、
確

認
し
た
。

出
席
者

11
真
崎
貞
夫
、
小
田
泰

秀
、
事

務
局
11
前
田
、
春
原
、
佐
谷
凵
本
新

聞
協

会
会
計
主
管

し
た
。

つ

い
で
原

理
事

長

か

ら
、

委
員
会

の
改
組

11
会
報

委
員
会

を
廃

止

し

て
、
会

報

小
委

員

会

は
総
務
委

員

会

の
下
部

機
構

と
す

る

こ
と

11
お
よ
び
総

務

委

員

会
、
企

画

委
員

会

、
各

小
委
員

会

の
委

員

委
嘱
者

に

つ
い
て

は

か
り
、

い
ず

れ
も

了

承

さ
れ

た
。斟

席

者

11
出
代
、
斎

藤

、

原

、
武

山
、

伊
藤

、

高

田

(
景
)
、

三

ツ
野

、

橋

本
、

宮
崎

、

久

野

、
泉
、
江

尻

、
事

務

局

ほ
前

田
、

春

原

(6)
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搬媚
一
年

・
わ

が

プ

レ

ス

ク

ラ

ブ

ナ
カ

ム
ラ

タ
ツ
シ

K

・
E

・
ボ

ー

ル
ヂ

ィ

噂、・
グ

さ

ん
は
一日

い
ま

し

た
..
記
者
、
編

集

者
[、

発
行
者

は

人

類

の
将

来

に
と

っ
て
も

っ
と

も
重
要

な

知

識

産

業

に
属
ナ

る
人
間

で
あ

り
、
そ

の

こ

と
を

自

ら
認
識

し
な

け

れ

ば

な

ら
な

い

と

。ボ

ー

ル
デ

で

ン
グ

さ

ん

は

そ

の
大
き
な

顔

容

と
体
巫

の
全
体

を

ゆ

る
が

し
な
が

ら

強

い
ど

も

弓
を

つ
づ

け

つ
づ

け

そ
れ
を
強

調

さ

れ

ま

し
た
、
私

は

ボ

ー

ル
デ

ィ

ン
グ

さ

ん
を

こ
の
世
界

で
も

っ
と

も
尊

敬

L
、

一て
の
著
書

の

一
册
を

予

に
持

ち
歩

い
て
さ

え
誇

り

に

し
、
菩
κ

の
あ

た

た

か
み
を
感

じ

る

ほ

ど
な

の
で
、
彼

の
需

わ

れ

る
こ
と

は
信

じ

る

の
{.丶
す
,

い
ま

わ
れ

わ
れ

の
当

面

し

て

い
る
策
要

問

題

、
戦

争

、
平
和

、
貧

困

、
疎

外
感
、

内
面
抗
争
ー

そ
の
う
え
人
間

の
不
市
と

い

っ
た
問

題

は
な
ん

と

い

つ
て
も
、
も

の

を
理

解

す

る
と

い
う
問

題

に
属

す

る

の
だ

と
、

師

は
言

わ
れ
ま
す
。

昭

和

44
年

11
月

に
発

足

し
た
目
本

記
者

ク

ラ

ブ

で

す
が

、

そ

の
第

一
回

の

プ

レ

ス

・
ラ

ン
チ

ョ
ン
で

フ

ラ

ン
ス
の
元
首
相

に

造

い
ま

し
た
。

彼

は

い
い
ま
し
た
.

入

間
相

互

の
戦

い

の
時

代

は
終

わ

っ
た

と

。

こ
れ
か
ら

の
戦

い

は

〃
偶

然

に
対

す

る
戦

い
”

で
あ

り
、

ま

た
神

に
対
す

る
戦

い
、
無

知

に
対
す

る
戦

い
に
な
る
と
り
政

治

は
人
間

の
感
ず

る
不

安

と

い
う
も

の

に

対

し

て
そ

れ
に

こ
た

え

な

け
れ
ば
な
ら

な

い
と

.

私

た
ち

の
周

辺

に

は

い
ま
生
き
て
ゆ

く

⊥

の
不

安
が

い

り
ば

い

と

り
ま

い
て

い
ま

+
フ
.

政

治
が

よ
く

そ

れ

に

こ
た
え
て

い
る

の

で

し

攵
う

か
、.
わ

れ

わ

れ

の
新
聞

が

よ

く

そ

れ
に
対
応

し
て

い
る

の
で

し

.、
う

か
、

い

り
そ
う
不
安

を

か
き

た
て
て

い
る

よ

う

な

こ
と
を
犯

し

て

は

い
な

い
で
し

ヒ

う

か

.
わ

れ
わ
れ

は

読

者

に
対

し
て
、

な

ぐ

さ

め
と
強

い
は
げ

叢

し
を
時

に
与

え

て

い

る

こ
と
が
あ

る

の

で

し

ょ
う
か
、

フ
ラ

ン

ス

の
元
首
相

は
小
柄

な

、

し
か
し
元
気

な

老

人
で
、
陽
気

そ

・72
に
思

え
る
夫

人
を

伴

っ
て
来

目
し
、

フ
ラ

ン

ス
人

ら
し

い
情

数
…
に
満

ち
た

ロ
調
を

私

た

ち

に
浴
び

せ
続

け

て

や
ま
な

い
の
で

し

た

。

夏

が
来

、
秋

が

そ

れ

に
代

わ
り
、
続

い

て
冬

が
去

り
、

そ

し

て

ふ

た

た
び
春

が

め

ぐ

り
き
ま

し

た
。

そ

の
間

世
界

の
教

授

が

、
大
主
教

が

、

政

治
顧
問

が
、
大

統

領

が

、
銀
行
家

が

、

外

相

が
、
戦

略
家

が

、

カ

メ
ラ

マ
ン
が

、

国

連

事
務

総
長

な

ど
が

入

れ

か
わ
り

た
ち

か

わ

り
午
餐

会

や

記

者

会

見
や
講
演
会

に
や

っ
て
き

ま
し

た

.

は
げ

し

い

一
年
・の
移

り
変

わ
り
、

世

界

の
、
あ

る
い
は
社

会

の
変
化

と
進

歩

は

、

技
術

の
革
新

と
相

ま

っ
て
め
ま
ぐ

る

し

い

展

開
を
続
け
、

殆

ど

混

乱
と

い

っ
て

い

い

ほ
ど

の
現
実

を

つ
く

り
あ
げ

つ
つ
あ

る

七

十
年
代

で
す
。

会
貝

の

あ

る

一
記

者

は
告

白

し

ま

し

た
、わ
れ
わ
れ

の
仕

事

は
日
増

し
に

む
ず

か

し
さ
を
増

し

て

い
る

。
取
材

姆
象

と
舞

台

が
複
雑

化

し
て

い
る

の
に
対

し
ボ
ク

ら

の

仕

事

は
追

い

つ
い
て

い
け
な

い
.

日
畳
巾
の

仕

事

の
中

で

そ

れ
が

こ
な

し
き

れ

て

い
た

い
..
い
ち
ば

ん
遅

れ

て

い
る
の
は
僕

卜
」
ち

記
者

た

の
で

は
な

か

ろ
う
か

と
、.

そ
れ
を
き

い
て

い

て
私

も

わ
が

こ

と

の

よ
う

に
身

を
け

ず

ら

れ
る
よ

う
な
辛

い
思

い
が

し
て
彼

に
同

情

す

る

の
で
し
た

.

そ

れ

に
答

え
て

や

は
り

私

た
ち

の
先
{輩
評

払
嘲

家

は

「
記
者

の
仕
事

は
社
会

に
対
す

る

イ

ン
フ

ル
ェ
ン

ス
に

あ

り
、
自
愛

を
祈

る

㎝

と
非
情

な
ま
で

の
簡

潔

な

こ
と
ば
を

投

げ

返
さ
れ

ま

し

た
.

そ
れ
が
短

か

っ
た

だ
け

に
壮
重

に
響

き

ま
し

た
。

わ

れ

わ

れ

は

二

律
背

反

の
重

圧

に
包

囲
さ

れ

つ
つ
も

そ

れ
.

を
突
破

し

て

い
か
ね
ば

な

り

ま

せ

ん
、

欧
州

共

同

体

の
情
勢

、

ベ

ト

ナ

ム
の
戦

火
、
貿

易

の
白

山
化
、

環
境

の
破
壊

、
通

商
条
約

、

さ

ま

ざ

ま

の
テ
ー

マ
が

な

ま
な

ま
し

い
報

告

と
予
見

で
語

ら
れ

虫

し
た

近
く

は
国

内

の
白

髪
政

治
家

が
中

共

か

ら

帰

嚇
て
き

て
、

わ
れ

わ
れ

の
△
幵
兄
ー,」
こ
た

え
ま

し
た

、

そ

の
問
題

へ
の
対

処

に
自

己

の
政
治
生

命

を

堵
け

よ
う
と

し

て

い
る
彼

ほ
、
簡

単

な

思

想
を

よ
り
ど

こ

ろ
と

し
、

で
き

る
だ

け
平

易
な

こ
と
ば

を

選
択

し
よ

う
と
す

る
方

法

で
自

ら

の
所
感

を
辛

抱

つ

よ
く
語

り

ま

し
た

.

地
球
上

に
起

こ
る

二
と
が

ら
は

み

な
む

ず

か
し

い
問

題

ば

か
り

の
よ

う

に
思

わ
れ

ま
す
,
招

待

ゲ

ス
ト
や

ス
ピ

ー

カ

ー

は
そ

加
ぞ
'君

い
.ず

れ
も
己

れ

の
後

ろ

に

あ

る

〃
背
景
”

を

に
な

い
つ
つ
体

を

、

心

を
砕

く
よ
う

な
苦

し

み

に
堪

え

つ

っ
、

考

え

つ

つ
発
言

し
、

自

己

の
役
割

り
を

終

え

る
と

直
ち
に
席

か

ら

立
ち
去

っ
て
行

き

主
す

.

そ
れ

は
夏

の

一
口

で
し
た
.、
軍

国

の
記

者
を
え
が

い
た
映

画

の
試

写
会

が

あ

り
よ

し
た
。
そ

の

な

か

で
私
も
知

っ
て

い
る
先

輩
記
者

が

時

の
軍

閥

に
対

し

て
激

し

い
抵

(7)
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戦
後
の
口
本
経
済

の
日
ざ
ま
し

い
発
展

ぶ
り
に

つ
い
て
は
外
国
人
も
驚
嘆

し
て

い

稲

田

正

義

国
民
的
合
意
形
成
の
場
に

抗

を
示

し
た
事

件

が

ス
ト
ー
リ

ー

に
と

り

あ
げ

ら
れ

て

い
ま

し
た
。
怒

り
を

こ

ろ

し

震

え
を

お
び

た
声

で
憲

兵

に
切

り
返

し

た

同
社

の
編
集

総

長

の
勇

気
も
印

象

的

で

し

た
。記
者

精
神

、

リ
ポ

ー

タ
ー
魂

、

ラ
イ

タ

ー

ス
ピ

リ

ッ
ト
よ

、

つ
ね

に
燃

え

よ
。

わ
れ

ら
が

託

著
Hク
ラ
ブ

理
事

長

は

「
取

材

が
変

わ
る

か

ら
記
者

も
変

わ

る
」

と
名

言

を
は

か
れ
ま

し

た
。

そ
れ
ら

一
年

の
印

象

を
繰

り
返

し
て

か

み

し
め

て

い
ま

づ

、

ふ
た

た
び

ボ
ー

ル
デ

ィ

ン
グ

さ

ん

の

こ

と
ば
。

「
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト

・
わ

れ
わ

れ

の
役

割

り
は
大
衆

を
教

え
る

こ
と
、
ま

た
そ

の

知
識

を
改
善

し

て

い
く
と

い
う
意

味

で

わ

れ

わ
れ

は
先

生

で
あ

っ
て
、

そ

の
役

割

り

を
果

た
さ

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。
」

(愛
媛
新
聞
東
亰
支
社
長
)

る
と

こ
ろ

で
、
古

く

は

ロ
ン
ド

ン

・
エ

コ

ノ
ミ

ス
ト

の

一
連

の
分
析

か
ら

、

近

く

は

17
ベ
ー

ル

・
ギ

ラ

ン
、

ホ
ー

カ

ン

・
ヘ
ド

バ
ー
グ

、

ハ
ー

マ
ン

・
カ
ー

ン
な

ど

の
著

作
が
続

い
て
登

場

し

て
、
内

外

の
注

目
を

集

め

て

い
る
。

そ

こ

で
そ

の
原

因

と

し
て

こ
れ
ま

で

わ

れ
わ

れ

日
本

人
が

む

し

ろ
弱

点

で
は

な

い
か
と
考

え

て
い
た
終

身

雇
用

制
、
年

功

序

列

給

か
ら
オ
ー

バ

ー

ボ

ロ
ウ

イ

ン
グ

、

は

て

は
官

僚
機
構

ま

で
数

え
あ

げ

ら
れ

て
、

口
本

人
臼
体

も
あ

っ
け

に
と

ら
れ

て

い

る
と

い
う

の
が

実
情

で

あ

ろ

う
∩さ

て

こ

こ
ま

で
論

及
が
進

ん

で
く

る
な

ら
ば

、
我

田

引

水

め

く
が
目
本

の
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

の

一
員

と

し
て
ぜ

ひ
と

も
指

摘

し
て

ほ
し

い
こ
と
が

あ

る
。

そ

れ

は
世
界

に
類
例

を

み

な

い
ク

オ
リ

テ

ィ

・
ペ
ー
パ

ー

に
し

て

ク

ォ

ン

テ

ィ
テ
イ

・
ペ

ー

パ

ー

の
存
在

で
あ

る
。
単

に
ク
オ

リ

テ

ィ

・
。へ

ー
パ
ー

と

い
う

な

ら
海
外

に
も

ザ

・
タ
イ

ム
ズ

.

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

・
タ

イ

ム
ズ

、

ル

・
モ
ン
ド

、

フ
ィ
ガ

ロ
な
ど
伝

統

と
権

威

を
誇

る
高

級

紙

は
少

な
く
な

い
が

、

そ

の

発
行
部

数

は

い
ず

れ

も
百
万
部

以

下

だ
。

と

こ

ろ
が

ひ

と
り

日
本

に
だ

け

こ
れ

ら

の

高
級
紙

に
匹

敵

す

る
高
度

の
知

的

内

容

を

も

ち
な
が

ら
も

、
部

数

が
朝

、

夕

刊

合

わ

せ
て
七
百

万
部
、
八
百
万
部

に
及
ぶ
大
新

聞
が

三
紙
も
あ
り
、
同
様

な
体
裁
と
内
容

を
も

つ
有
力
地
方
紙
も
多
数

あ

る
。
わ
た

し
は
こ
う
し
た
高
級
紙
が
あ
ま

ね
く
普
及

し
て
い
る

こ
と
こ
そ
看
過

で
き
な

い
口
本

の
強
味

だ
と
信
じ
、
こ
れ
に
た
ず
さ
わ

っ

て
い
る

こ
と
を
内
心
誇
り
に

思

っ

て

い

る
。も

ち

ろ
ん
そ
の
恐
し
さ
も
忘

れ
て
は
な

ら
な

い
。
太
平
洋
戦
争

の
破
滅

に
ま
で
及

ぶ
歴
史

の
過
程

で
口
本

の
新

聞
が
そ
の
大

き
な
影
響

力
を
も

っ
ぱ
ら
戦
争
協
力

の
面

で
発
揮

し
た
と

い
う
苦

い
経
験

を
、

二
度

と
繰

返
す

よ
う
な
こ
と
が

あ

っ
て
は
相
す

ま
な

い
こ
と
だ
。
そ
う
し
た
観
点

か
ら
す

れ
ば

目
中

問
題
を
め
ぐ

っ
て
有
力
新
聞

の

論
調

が
、
当
面
二
分
さ
れ
た
形

で
あ
る
こ

と
は

か
え

っ
て
有
意
義
か
と
も
考

え
て
い

る
。

し

か
し
最
後
は

一
本

に
ま
と
ま
る
た

め
に
、

こ

の
さ
い
じ

っ
く

り
と
腰
を
す
え

て
お
互

い
に

一
辺
倒
に
陥

い
る

こ
と
な
く

論
議

を

つ
く
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
。
ロ

本
記
者

ク
ラ
ブ
の
存
在
が

こ
う

し
た
ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
コ
ン
セ
ン
サ

ス
の
形
成

の
面
で

も
大

き
な
役
割
り
を
果
た
す

に
い
た
る
こ

と
を

心

か
ら
願

っ
て
い
る
。

(毎
ロ
新
聞
社
企
両
調
査
局
次
長
)

南

風

原

英

育

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
実
現

し
て
、
何
よ

り
も

あ

り
が
た
く
感

じ
た

の
は
、
座
談
会

な

ど

の
会
合
に
そ
の
ル
ー

ム
の
利
用
価
値

が
一咼
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
走
で
座
談
ム
調

ひ
と

つ
開
く
に
し
て
も
、

そ
の
場
所
に
困

っ
た
。
場
所
を
決
め
た
に
せ
よ
.
参
加
者

へ
の
案
内
、
会
揚

の
雑

・
騒
凱
B
に
悩
ま
さ

れ
通

し
だ
り
た
、
そ
れ
が

わ
か
り
易

い
場

所
、
静

か
な
部
屋
で
,
食
事
等

に
も
事
欠

か
な

い
よ
う
に
な

っ
た
。

お
か
げ
で
学
者

先
生
小
刀
を

は
じ
め
、
お

ら
が
凵困
さ

の
代
議

士

に
も
気
軽

に
き
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き

た
。

こ
れ
が
ま
ず
プ

ラ

ス
、

つ
ぎ

に
数
あ
る
会
見
、

そ
の
内
容
は
地

方
紙
単
独

で
は
容
易

に
実
現

し
得
な
い
も

の
だ
け
に
そ
の
効
果

は
大
き

い
。
し
か
し

半

面

、
地
方
に
と

っ
て
直
接
的
な
テ
ー

マ

で
な

い
こ
と
も
多

い
。
た
ま

に
は
沖
縄

の

屋
良

主
席
や
現
地
代
表
を
ゲ

ス
ト
に
、
愛

知
外
相
、
山
中
総
務

長
官

、
中
曾
根
防
衛

庁

長
官
、
秋
田
自
治
相

ら
関
係
省
庁
大
臣

と
復
帰
を
目
前
に
控
え
た
現
地
の
ナ
マ
の

マ

ス

・

メ

デ

ィ

ア

・

セ

ン

タ

ー

と

し

て

の

ク

ラ

ブ

に

(8)
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声

、
疑
点

を

、

震

た
本

土
政
府
首

脳

の

バ

ラ
を
率
直

に
討

論

さ

せ

る
企
画

な

ど

い
か

が

な
も

の
で

し

ょ

う
。

(
あ
ま

り
手

前

み

そ
的

な
要

望

か

も

知

れ
な

い
が
、

公
害

、

地
域
開
発

、
文

化

等

本

土
各
地
方

の
問

題

や
焦
点
も

同
様

に
と

り
上
げ

る
)

要
望

の

つ
い
で

に
も

う

一
つ
二

つ
。

上
京

し
て
く

る
記

者

の
宿

泊
施

設

、

こ

れ

は
地
方

紙
支

社

の
苦

労

の

一
つ
。

こ

の

問
題

に
は
前

に

こ

の
会

報
で
も
と

り

上

げ

ら

れ
た
が

、

ぜ

ひ
実

現

し

て
ほ
し

い
。

こ

れ

は
ま
た
待

機

の
中

に
も
緊
張

の
連

続

で

あ

る
記
者

の
休

息

の
場

、
仮
睡
室

(
7
・)
、

あ

る

い
は
仕

事

の
都

合

で
帰
宅

で
き

な

か

っ
た
者

に
も

利

用

で
き

る
と
思
う
。

い
ま

ク
ラ
ブ

の
中

に
は
、
ラ
イ

テ

ィ

ン

ゲ

・
デ

ス
ク
も

設

け

ら
れ
、

ロ
ビ

ー

に

は

バ

ー
、

コ
ー

ヒ
ー

シ

コ、
ッ
プ
も

で
き
、

憩

い
の
場
、
親

睦

の
場

と

し

て
い
ち

だ

ん

と

充

実

し
、
親

し
み

が

で
た
が
、
そ

れ

と

と

も

に
も

っ
と
欲

を

い
え

ば
、
資
料

室

も

ほ

し

い
。
現
在
購

入
新

着

図
書

な
ど
も

あ

る

が

、

マ
ス

コ
ミ

の
新

し

い
動
向

を
示

す
資

料

、
各
社

の
目

立

っ
た
企
画

(
新

聞
協

会

賞

受
賞

も

の
と

か
)
、
論

調

(
内
外

の
)

な

ど

一
日
で
わ

か

る
資

料

展
示
。

こ
れ

は
協

会

審
査
室

と

の
タ

イ

ア

ッ
プ

で
設

け

ら

れ

た

ら
ど
う
で

し

ょ
う

。

そ

し
て
加

入
会

員

ゲ

ル
マ
ン
系
独
特

の
角
ば

っ
た

い
か
め

し
い
顔
、
広

い
額
、

一
語

一
語
か
み
し
め

る
様
な
発
音

で
静

か
に
語
る
ブ
ラ
ウ

ン
博

士
。
彼

の
造

っ
た

ロ
ケ
ッ
ト
は
、

か

つ
て

は
V
2
と
し

て
ド
ー
バ
ー
海
峡

を
越

え
て

殺
人
兵
器

に
、
そ

し
て
今
は
月

の
神
秘
を

開
き
、
人
類

の
夢

と
誇
り
を

の
せ
て
宇
丗

へ
と
馳

る
。
あ
る
記
者
が
、
科
学
者

と
し

て
の
道

義
感

を
質

し
た
の
に
対
し
て
博
士

は
、
目
を
見

開

い
て
答
え
た
。

科
学
と

技
術

は

道
徳
的
次
元
に

は

な

い
。
生
産
者

が
メ

ス
を
造
る
、
そ

の
メ

ス

を
使

っ
て
、
上
手
な
外
科
医
は
入

の
生
命

を
救
う
。
下
手

な
外
科
医
は
人
の
生
命
を

奪
う
。

し
か
し
こ

の
外
科
医
に
善

も
悪
も

な
い
。

メ

ス
自

身

に
も
も
ち
ろ
ん
善

悪
は

な
い
。

ま
し
て
や
生
産
者
に
も
善
悪

は
な

町

野

吉

甫

あ
る
記
者
会
見
と

地
方
会
員

社

の
全

記

者

が

、

そ

の

つ
ど
気
軽

に
活
用

で
き

る
よ
う

に
す

る
。

そ
う

な

れ
ば

文
字

通

リ

マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア

・
セ

ン
タ

ー

と

し

て

の
機

能

が

、

い
よ

い
よ
備

わ

っ
て

い
く

と
思
う

。

望

外

の
望

み

で

し
ょ
う

か
。

(
油

縄

望
イ

ム

呂
叟

{払
古
へ
軒
山楓
刑集

部

ド
、(
)

い
.
た

だ
し
良
心
に
悩

ま
さ
れ
る

の
で
あ

れ
ば
、

そ

の
生
産
者
は
、
科

学
者

は
、
そ

の
も

の
を
造

ら
な
け
れ
ば
よ

い
。
生
産
さ

れ
た
物

は
、
そ
の
時

々
の
人
間
社
会

の
環

境
が
使

い
方
を
決
め
る
。
私

は
肖
分

の
祖

国
が
戦
争
を
す
る
と

い
う

の
で
あ
れ
ば
銃

を
も

っ
て
戦
場

に
行
く
、

こ
れ
は
古
今
不

変

で
あ

る
。

そ
れ
ま

で
静

か
だ

っ
た
口
調
が
途
端

に

早
口
に
な
り

】
気

に
し
ゃ
べ
り
終

っ
た
。

ク
ラ
ブ

ル
ー

ム
で
の
N
A
S
A
ブ
ラ
ウ
ン

博

士

の
記
者
会
見
で
あ

る
。

こ
の
博

十
の

答

え
は

い
さ
さ
か
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
そ

の
是
非

に
つ
い
て
論

じ
る

つ
も

り
は
な

い
が
、
活
宇

か
ら

の
博
士
に
対
す

る
印
象

よ
り
は
、
全
く
強
烈

で
小
人
数

の

会
見
で
は
あ

っ
た
が
親
ぼ
く
機
関
と
し
て

の
ク
ラ
ブ

の
性
格
と
は
違

っ
た
重
要
な

【

面
を
み
た
感
が
し
た
。

と

こ
ろ
で
会
員
名
簿
を

み
る
と
、
地
方

会
員

の
楊
合
親
ぼ
く
の
面

の
み
を
考
慮

し

た
会
員
構
成
と

い
え
た

い
だ
ろ
う
か
。
特

に
民
放

の
報
道
担
当
者

は
当
初

〃
記
者

ク

ラ
ブ
”

に

つ
い
て
は
、
今

で
も

】
部

に
そ

の
閉
鎖
性

が
あ

る
が
か
な
り
苦
労

し
た
は

ず

で
あ

る
。
会
員
以
外

の
人
も
、
外
人
記

者

に
も
開
放

し
て
い
る
こ
の
、

日
本
記
者

ク
ラ
ブ

の
現
状
は
大
変
好

ま
し

い
と

い
え

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
外

務

省

の
ア

ル
フ

f

ン

・
ベ
イ
博

士

の
講

演

会

は
オ

フ

レ

コ
で
一有

な

わ
れ

た
が
、

そ

の
発

言
内

容

の
中

で
ぜ

ひ
ご
紹
介

し
た

い
点

を

、

ベ
イ

さ
ん

の
ご

了
解

を
得

た

の
で

お
知

ら
せ

し
ま
す

、

「
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

の
政
官

界

で
は

ア

メ

リ

カ
で
教

育

を

う
け

た

い
わ
ゆ

る
ア
メ

リ

カ
派
が

主
流

を
占

め

て

い
る
。

口
本

へ
の

留

学
生

も
多

い
の
だ
が

、
あ

ま

り
ふ
る

わ

な

い
。

そ

れ
は

月
本

で

の
教
育

内
容

が
中

途
半

端

で
あ

る

こ
と

と

同
時

に
、

ア
メ

リ

カ

の
イ

ン
ド

ネ

シ

ア
に
進

出

し
て

い
る
会

祉

は
ど

ん
ど

ん

ア

メ
リ

カ

に
留

学

し
た

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
人

を
採

用

し

て
、

さ

ら
に
カ

を

つ
け

て

い
る
。

こ
れ

に
対

し
て
h
本

の

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
進

出

会
祉

は
凵
本
留

学
組

に
冷

た
く

、
あ

ま

り
使

お

う
と

し
な

い
。

そ

の
た
め

ア
メ
リ

カ
派

の
祉

会
的
地
位

が

高

く

な
り
、

人
間

的

に
も

の
び

る
結

果

に

な

る
。

こ

の
点

、

是
非

考

え
て

ほ
し

い
」
。

日
本

派

に

冷

た

い

日
本

会

社

1
ペ
イ
博
士
の
話
か
ら
ー

る
だ

ろ
う
.

せ

っ
か

く

の
こ

の
場

を
も

っ

と
積

極
的

に
利

用

し

た

い
も

の
だ
。
民

放

地
方

会
員
諸

兄

の
奮

起

を
望

む
次
第

で
あ

る
.

(中
国
放
送
喫
京
文
社
爆
廻
席
ー5
>

(9)
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写 真窟か ら久野理事,高m个 両委員 艮,藤 山氏,

前m事 務局 疫。

卿 甲事 昆, 泉理亨,

私
が
今
度
中
国

へ
蓼
13
虔
し
た

の
は
、
昨
年
四
月
、
松
村
先

生
に
同
行

し
て
行

っ
た
時
、
覚
書
交
渉

の
お
わ
り
に

】
行

と
と

も
に
周
総
理

に
会

り
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
時
は
十
分
程

で
、

本
当

に
忌

禪

の
な
い
意
見
の
交
換

を
す
る
と
い
う
わ
け
に

は
ま

い
り
来

せ
ん
で
し
た
.
周
総
理
は
ご
承
知

の
よ
う
に
西
欧

の
外

交
官
型

の
儀
礼
を
も

っ
て
お
客
様

を
迎
え
る
方
で
す
か
ら

一
人

一
人
何

ら

か

の
話
題
で
話
を
か
け

る
.

そ
こ
で

「秋

に
行

っ

て
、
忌

樺

の
な
い
お
話
を
し
た

い
」
と
申
し
ま
し
た
と
こ
ろ
が

「喜
ん

で
歓
迎
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
の
で
.
昨
年

の
秋

に
束

い
る

つ
も
り
で
、
十
月
二
十

七
日
の
自
民
党

の
総
裁

選
挙

が
す
ん

で
か
ら
い
く
つ
も
り
が
、
た
ま
た
ま
十

一
月
に
は

社
会

党

の
成

田
委
員
長
、
そ
の
他

の
人

た
ち
が
北
京
に
い
か
れ

る

こ

と
に
な

っ
て
お
り
、
だ
ん
だ
ん
お
く
れ
て
む
こ
う
か
ら
二
月
に

こ
い
と

い
う
こ
と
に
な

り
た
わ
け

で
す
、
時
期
が
全
く
覚
書
貿

易
と
い

っ
し

ょ
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
覚
書
貿
易

の
話
を

す
る

と
い
う

よ
う
な
形
に
想
像
さ
れ
た
方

も
あ
る
わ
け
で
す
が

、
私

に
参
り

ま
し
た
招
聘
状
と
覚
書
貿

易

の
招
騁
状
と
は
区
別

さ
れ

て
き
て

お
り
ま
す
。
現
に
参
り
ま

し
た
後
の
状
況
か
ら
み

ま
し

て
も
、

は

っ
き
り
私
の
訪
中
と
覚
書
貿
易
の
交
渉
団
と
は

わ
け

て
い
る
.

だ
か
ら
こ
ち
ら
も
私
が
覚
書
貿
易
に
直
接
に
関

係
な

い
と
、

岡
時

に
中
国
側
も
必
要
が
な

い
こ
と
を
認
め
て

い
た
、

と
い
う

経
緯

で
、
私
の
訪
中
と

い
う

の
は
そ
う
い
う
意
味

で
周

総
理
が

扱

っ
て
く
れ
た
と
私
は
感

じ
て
お
り
ま
す
。

北
京

に
着
き

ま
す

と
王
国
権
さ

ん

や
覚
書
の
劉
希
文
、
除

昭

和

46
年

3
月

19
H

(
金

〕

帝

国

ホ

テ

ル
(
ス
カ
イ

ル
ー

ム

)

日

中

国

交

回

復

へ
の

道

ゲ
ス
ト

藤
山
愛

一
郎

・
日
中
国
交
回
復
促
進
議
員
連
盟
会
長

明
、
そ
う

い
う
方

々
が
迎

え
に
出
て
お
ら
れ
、
そ
の
衷
ま
終
始

私

に
案
内
役
、
あ
る
い
は
接
待
係
、
ま
た
は
話
し
相
手
と
し
て

ず

っ
と

つ
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
主
と
し
て

一
般
的
な
問
題

に

つ
い
て
は
王
国
権
さ
ん
と
話

を
し
た
ん
で
あ
り
ま
し
て
、
北
京

に
つ
き
ま

し
た
翌
”
、
王
国
権
さ
ん
が
私
の
部
屋

に
来

ら

れ

て
、
打
ち
.合
わ
せ
と
同
時

に
い
ろ
い
ろ
話

の
き

っ
か
け
を

つ
く

ら
れ
て
、
約
二
時
間
位
話
を
し
た
、
そ
れ
か
ら
あ
と
三
H
間
、

私

の
都
屋

で
な
く
て
、
別

に
ホ
テ
ル
の
中
に
部
燈
を
と
ら
れ
隶

し
て
工
国
権
さ
ん
と
呉
曙
東

さ
ん

の
二
人
が
こ
ら
れ

て
、
話
を

三
回
続
け
て
や
り
ま
し
た
,
ま
た
帰

り
が
け
に

一
回
と
合
計
五

同
、
時

間
か
ら
い
え
ば
、
八
時

間
半
ぐ
ら
い
話
し
合

い
を

し
ま

し
た
.

二
十

三
日
に
周
総
理

に
あ

っ
た
わ
け
で
す
が
、

王
国
権

さ
ん
と
私
と
は
そ
う
い
う
意
味

で
し

.屮
っ
ち
ゅ
う
会

っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
天
津
の
わ
き

の
第
百
九
十
六
師
団
司
令
部

に

行
き
ま
し
た
が
、
片
道
約

二
時
間
ぐ
ら
い
あ
り
皮
す
。
そ

の
醐

下
国
権

さ
ん
と
私
と
楊
さ
ん
と

い
う
通
訳
が

冖
人
、
そ
れ

だ
け

で

い
く

ん
で
す
か
ら
1

二
時
間
全
部

は
話
し
震
せ
ん
け
れ
ど

も
1

一
時
間
半
ぐ
ら
い
は
自
動
車

の
中
で
も
話
し
ま
し
た
、

帰
り
は
師
団
司
令
部
で

〃
ま
お
た
い
”
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、

一
時
間

ぐ
ら

い
自
動
車

の
中
で
居
眠
り
を
し
乗
し
た
か
ら
、
帰

り
は
四
、
五
十
分
で
す
が
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
凵
本

と
中
国

と

の
関
係
、
あ
る
い
は
国
際
情
勢

の
見
方
、
中
国
側

の
考
え
方

か

ら
、
あ
わ
せ
て
国
内
事
情
ー

王
国
権
さ
ん
は
外
交
官
生
活
が

長

い
で
す

か
ら
、
国
内
事
情
と

い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
充
分

だ

と
は
私

は
思

い
ま
せ
ん
が
そ
れ

で
も
充
.分
に
話
を
し
ま
し
た
、

そ
し
て
二
十
三
凵
に
は
じ
め
て
私
ど
も
の

一
同
が
周
総
理

に
お

目
に
か
か

っ
た
わ
け
で
す
が
、
周
総
理
は
冒
頭
に

「あ
な
た
と

工
勵
権

と
の
話
し
合

い
は
全
部
報
告
さ
れ
て
き

い
て

い
ま
す
」

と
言
わ
れ
、

二
時
間
ほ
ど
話
を
し
ま
し
た
。
帰
り
が
け

三
月
三

日
の
夕
方
、
さ
ら
に

一
時
間
半
租
話
し
ま
し
た
が
、
大
変

に
い
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そ
が

し
い
時
だ

り
た
の
で
し

ょ
う
。
帰

っ
て
き
て
み
る
と
翌
ロ

ハ
ノ
イ
に
た

っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
い
そ
し
て
食
嘉

の

機

会

が

な
く
申
し
わ
け
な
い
け
ど
、
お
茶

で
が
京
ん
し
て

く

れ

と

い

う

こ
と
で
し
た
、
そ
う
い
う

こ
と
で
話
し
台

い
を

し

ま

し

た

か
ら
だ

い
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
私
達
が
聞
き

た
い
こ
と

も
、

こ
ち
ら
の
肯

い
た
い
こ
と
も
あ
る
程
度
は
話

し
た
と
思

っ

て
お
り
ま
す
、
従

っ
て
こ
れ
か
ら
お
話
を
申
上
げ

る
こ
と
に

つ

い
て
、
中
国
側

の
意
向
と
い
う
も

の
は
全
部
が
全
部
周
総

理
の

言

っ
た
こ
と
で
も
、
ま
た
全
部
が
金
部
王
国
権
だ
け

の
言

っ
た

こ
と
で
も
あ
り
圭
せ
ん
、
チ

ャ
ン
ポ
ン
に
し
た
も

の
が

む
こ
う

側

の
だ
い
た
い
の
意
向
だ
と
思

い
ま
す
、
そ
れ
を
ご
了
承

い
た

だ
き

た
い
と
思
い
虫
す
。
ご
承
知

の
通
り
、
私

は
個

人
的
な
立

ち
場

で
行

っ
た
と
は
い
え
、
十

二
月
に
口
中
国
交
回
復
連
盟
と

い
う
超
党
派
的
連
盟
の
会
.長
に
な

っ
て
お
り
衷
す
、

し
た
が

っ

て
今
後

の
情
勢
そ
し
て
凵
本

の
事
情

か
ら
み
窯
し
て
も
あ
る
い

は
国
連

に
お
き
ま
す
先
般

の
票
決

の
情
況
か
ら
中
し
て
も
冂
本

が
国
交

回
復
と
い
う
こ
と
を

冖
口
も
早
く
実
現
し
た
い
.
ま
た

す
る
方
途

と
し
て
ど
う
い
う
考
え
を
し
て
い
く
べ
き
か
と

い
う

こ
と
を
中
心
課
題
と
し
て
話
を
進

め
た
こ
と
は
無
論
で
す
。
そ

し
て

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
話

し
合

っ
て
み
ま
し
た
し
、
む

こ
う

側
も

い
ろ
ん
な
角
度
で
説
明
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
.
し
か

し
こ
の
問
題

に
つ
い
て
要
約

し
ま
す
と
、
日
本

と
中
国

と
の
国

交
回
復

の
た
め
の
交
渉
に
応
ず

る
前
提
と
し
て
は
、
私
は

二
つ

あ
る
と
思
う

の
で
す
。

一
つ
は
精
神
的
な
心
が
ま
え
、

こ
れ
は

過
去
に
お
い
て
ロ
木
が
中
国
大
陸

に
大
軍
を
送

り
て
相
当
に
中

国

の
大
陸

で
迷
惑
を
か
け
た
、
そ
う
い
う
も

の
に
対
す
る
反
省

の
上

に
た

っ
て
、
中
国
側
と
接

衝
す

る
と

い
う

こ
と
で
す
。
後

ほ
ど
申
し
ま
す
が
、
軍
国
主
義

の
論
争

の
中
に
も
、

そ
う

い
う

も

の
に
対
す

る
反
省
が
た
り
な

い
と
い
う
こ
と
が
む
こ
う
が
わ

の
軍
国
主
義
論

の
中
に
も
人

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
点

が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
.

具

俸
的
な
交
渉
段
階
に
入
る
問
題
と
し
て
は
、
何

と

い
っ
て

も
台

湾
問
題
に

つ
き
て
お

り
ま
す
。
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ

ア
、
あ

る
い
は
そ

の
他

の
国

々
が
、
承
認

の
交
渉
に
入
る
場
合

に
も
必

ず
台

湾
問
題
が
出
て
く
る
。
カ
ナ
ダ

は
そ
れ
を
ど
う
扱
う

か
と

い
う

こ
と
で

】
年
半
か
か

っ
た
の
で
す
が
、

一
つ
の
カ

ナ
ゲ
.方

式

が

で
き
ま
し
た
か
ら
そ
れ
に
続

い
て
ト
ン
ト
ン
と
行

っ
て
る

よ
う

な
情
況
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら

い
い
ま
し

て
台

湾

の
問
題
と
い
う
の
は
日
本
と
中
国
の
関
係
だ
け

で
な
し

に
、

他

の
西
欧
諸
国
が
中
国
を
承
認
す
る
と
い
う
場
合
で
も
、

必
ず

こ
れ
は
中
心
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ
て
い
る

こ
と
は

ま
ち

が

い
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
容
易
に
避
け

て
通

れ
な

い
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

そ

こ
で

】
番
私
達
に
質
問
が
あ
り
ま
し

た

の
は
、

「
覚
書
貿

易

の
共
同

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
の
中
に
口
華
平
和
条
約
と

い
う
も

の
が

廃
.棄

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う
こ
と
が
あ
る
が

、
い

っ
た

い
そ
れ
は
ど
う
だ
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
日
華
平
和
条
約

は
廃

棄

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

の
中

に
書
か
れ
ま
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
私

は
そ

の
会
議

に
出

て
も
お
り
ま
せ
ん
し
、
そ

の
詳
細
を
知

っ
て
お
り
ま

せ
ん

か
ら
私
が
お
答
え
す
る
の
は
適
当

だ
と
思
い
ま
せ
ん
が
、

た
だ

刑
が

い
ろ
い
ろ
話
し
合

っ
て
み
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中

国
側

と
す

れ
ば
日
華
平
和
条
約
と

い
う
も

の
は
認
め
て
お
ら
ん

の
で

す
。
自

分

の
認
め

て
な

い
政
府

と
の
条
約
、

こ
れ

が
前

提

で

す
。
も

ち
ろ
ん
同
時
に
そ
う

い
う
も

の
を
廃
棄
す
る
か
、

し
な

い
か
と

い
う

こ
と
は
日
本
側
と
し
て
も
考
え
な
き

ゃ
な
ら

ん
。

だ
が
私

は
、
中
国
と
の
国
交
回
復

の

一
大
前
提
条
件
と
し

て
考

え
な
き

ぞ
な
ら
ん
の
は

一
つ
の
中
国
と
い
う
点
で
す
。
台
湾
を

ふ
く
め

て

一
つ
の
中
国
、
そ
し
て
そ

の
代
表
者

と
い
う

の
は
中

華
人
民

共
和
国
で
あ
る
。
そ
う
い
う
認
識
に
た
た
な
け
れ

ば
、

国
交
「回
復

の
話
し
合

い
に
は
と
う
て
い
入
れ
な
い
ん
で
は
な
い

か
と
思

い
ま
す
。

そ
う

い
う
意
味

か
ら
い
え
ば
μ
華
平
和
条
約
を
解
消
す
る
と

い
う

こ
と
は
前
提
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
.
と
申
し
ま
す

の
は
,

た
と
え
ば

日
華
条
約
を
廃
棄

し
て
も
,
仮

に
台
湾
共
和
国
と
い

う
も

の
と
、
新
た
な
条
約
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
廃
棄
し

た

ワ
て
な
ん
に
も
意
味
が
な

い
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
周
総

理

だ

っ
て

「現
状
を
み
て
ご

ら
ん
な
さ
い
.
あ
そ
こ
は
台
湾
省

政
府

と
中
華
民
国
政
府
と

二

つ
あ
る
じ

ゃ
な

い
で
す
か
、
だ
か

ら
ム
ロ
湾
省
政
府
と

い
う

も

の
を
、

わ
れ
わ

れ
も
ム
ー-湾
省
政
府

だ
と

い

っ
て
い
る
の
だ
。
」

だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
他
民
族

か
ら

い
え
げ
、
あ
れ
は

一
つ
の
も

の
だ
、
た
だ
問
題
は
代
表
者

を
ど

っ
ち
に
き
め
る
か
と
い
う
濯

択
が
残

っ
て
る
問
題
で

は
な

い
か
と
思
う
。

「蒋

政
権

と
い
う

の
は
国
民

の
信
頼
を
失
わ
な
け
れ
ば
中
国
に
残

っ
て
て
わ
れ
わ

れ
と
対
抗
し
て
た
、
信
頼
を
失

っ
た
か
ら
台
湾

に
行

っ
た
ん
じ

ゃ
な

い
で
し

ょ
う
か
。
し
た
が

っ
て

}
つ
の
中
国

の
政
府

は
わ

れ
わ
れ

の
政
府
だ
」
と
思

っ
て
い
ま
す
、
い
わ
ん
や
最
近
の
国

連
そ

の
他

の
事
情
か
ら
申
し

て
も
、
逐
次
国
際
的
な
地
位
が
向

上
し

て
お
ロ
ま
す
か
ら
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
判
断
す
る
の
も
当

然

だ
と
思

い
ま
す
。

そ
う

い
う

い
み
で
国
交
回
復

を
す
る
に
は
、
そ
う

い
う
剖
り

き
り
方
を

日
木
で
も
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
今

の
”
本

の
内

部

か
ら
い
え
ば
、
日
中
国
交

は
同
復

し
た
い
、
こ
れ

は
お
そ
ら

く
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
九
〇

パ
ー

セ
ン
ト
の
方
の
中

に
、
そ

の
際
台
湾
は
ど
う
か
な
ら
ん
か

と

い
う

の
が
あ
る
ん
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う

し
た
問

題
に

つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
国

内
問
題
と
し
て
こ
れ
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
し
て
い
く
か
,
併

わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

と
思

い
ま
す
。
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た
だ
私

の
感
じ
か
ら
串
せ
ば
、
周
総
理
や
王
国
権
さ
ん
と
話

を
し
て
お
り
ま
し
て
も
、
卩
本
と
の
国
交
回
復

を
希
望
し
、
考

え
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
卒
直
に

申

し
ま
し
て
カ
ナ
ダ
も
承
認
し
た
、
イ
タ
リ

ア
も
承
認
し
た
、

エ
チ
オ
ピ
ア
も
承
認

し
た
と
い
う
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
隣
の
ア
ジ

ア
の
日
本
と
、
戦
争

の
状
態
が
お
さ
ま

っ
て
な

い
関
係
、
そ
し

て
承
認
も
し
て
な

い
、
そ
う
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
非
常
に

心
の
上
か
ら

い
っ
て
口
本
と
の
関
係
を
改
善

し
た
い
と
い
う
希

望
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
と
に
周
総
理
は
か
っ
て
留
学

生
と
し
て
来
日
さ
れ
て
以
来
、
日
本
に
対

し
て
非
常
に
理
解
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
は
だ
ん
だ
ん
目
本
を
知

っ
て
る
人
が
少

な
く
な

っ
て
お
り
ま
す
か
ら
周
総
理

の
よ
う
な
方
は
ご
く
少
数

だ
と
思

い
ま
す
。
王
国
権
さ
ん
、
郭
沫
若
さ

ん
と
か
、
そ
う

い

う
知
目
派
は
だ

ん
だ
ん
減

っ
て
き
ま
す
。

で
す

か
ら
や

っ
ぱ
り

そ
う

い
う
知
日
派
は
親
口
家
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
話

し
て
み
ま
す
と
で
き
る
だ
け

口
本
と
の
国
交
回

復
を
早
く
し
た

い
、

し
か
し
そ
う
か
と
い

っ
て
自
分
の
方
か
ら

余

り
急

い
で
も
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

佐
藤
総
理
が
国
会

で
、
自
分
の
時
に
は
と
う

て
い
中
国
問
題
は

と
り
あ
げ
ら
れ
な

い
ん
だ
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
材
料
に
し
ま
し

て
わ
れ
わ
れ
も
佐
藤

さ
ん
じ
亨
だ
め
だ
か
ら
も
う
少
し
ゆ

っ
く

り
先
を
み
て

い
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
で
す
か
ら
何
も
今
口
、
明
日
す
ぐ
に
や
れ
と
い
っ
て
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
何
と
い

っ
て
も
世
界
の
各
国

と
国
交
を
回
復

し
な
が
ら
、
日
本
と
国
交
回
復

し
て
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
隣

の
国

で
、
そ
し
て
も
し
本
当
な
ら
ば
ア
ジ
ア
政

策
そ
の
他
に

つ
い
て
忌
憚
の
な
い
話
し
合

い
を
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
国
と
し
て
、
日
本
と
の
国
交
回
復
を
望
ん
で
い
る
と

い
う
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。
私
も
安
保
を

や
り
ま
し
た
大

臣
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
問
題

に
は
自
ら
多
く
を
論

じ
た
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
要
す

る
に
日
本

の

政
治
姿
勢
と

い
う

も

の
が
私
は
甚
本
的
な
問
題
だ

と
思

い
ま

す
。
後

ほ
ど
軍
国
主
義

の
と
こ
ろ
で
も
申
上
げ
ま
す
が
、
何
で

も

ア
メ
リ
カ
の
意
見

に
追
従
し
て
い
る
、
そ

の
姿
勢
が
困

る
と

い
う
形

で
、
集
団
安
全
保
障
体
制
と
い
う
も

の
全
部
を
否
定
し

て
る
と
は
私

は
思

い
ま
せ
ん
。
国
交
で
も
回
復
し
た
ら
、
中
国

と
日
本

と
の
間

に
安
全
保
障
そ
の
他

の
問
題

に
つ
い
て
話

し
合

い
を
す
る
こ
と
が

い
い
ん
で
は
な
い
か
と

い
う
感
触
を
う
け
る

よ
う
な
話
を
私
達
が
き
く
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
問
題

に
な

っ・て
る
の
は
軍
国
主
義

の
問
題
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
、

こ
の
点
に

つ
い
て
は

二
つ
三
つ
の
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。

一
つ
は
今
安
.保

で
申

し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
日
本
は
、

ア
メ

リ
カ
の
ア
ジ

ア
外
交

に
対
し
て
無
条
件

で
協
力
を
し
て
い
る
ん

じ

ゃ
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
と
は
大
変

ち
が

う
ん
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
現
在

や

っ
て
る
こ
と
は
ア
メ

リ
カ
帝

国
主
義

で
、

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
で
や

っ
た

こ
と
は
帝
国

主
義

と
し
て
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
。
こ

と
に

シ
ア
ヌ
ー
ク
殿
下
が
北
京
に
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
そ

の
意

味

で
は
シ
ア
ヌ
ー
ク
殿
下
を
強
く
擁
護

し
て
い
る
と
い
う
立
ち

場
も
あ
り
ま
す
が

〃
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
〃

と
い
う
言
葉
を

つ

か

っ
て
い
ま
す
、
日
本

の
揚
合
は
、
日
本
帝
国
主
義
と
い
う
言

葉
は

つ
か

っ
て
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

日
本
軍
国
主
義

…
…

そ

こ
に
ど
う
い
う
違

い
が
あ
る
か
と
い
う

こ
と
は

一
つ
の
問
題

だ
と
思

い
ま
す
。

要
す

る
に
日
本

は
現
実
に
ア
メ
リ
カ

の
ベ
ト
ナ
ム
政
策

の
中

で
ベ
ト
ナ
ム
化

と
同

じ
形
で
日
本
が
何
ら
か
の
軍
事
的
役
割
り

を

ア
ジ

ア
に
お

い
て
演
ず
る
ん
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
そ

し
て

そ
れ
が

た
ま
た
ま
例

の
佐
藤

・
ニ
ク
ソ

ン
会
談
に
お
け
る

〃
台

湾
に
何

か
あ

っ
た
場
合

に
は
日
本
は
重
大

な
関
心
を
も
た
ざ
る

を
得
な
い
”
に
な
る
。
「
い
っ
た
い
重
大
な
関
心
と
い
う

の
は
、

ど
う
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
か
、
軍
隊
を
出
す

ん
で
す
か
。」

と
い
う
よ
う
な
端
的
な
質
問
に
な

っ
て
く

る
わ
け
で
す
。
そ
れ

で
は
過
去
に
日
本

の
や

っ
た

こ
と
と
同

じ
よ
う
に
な
る
、
だ
か

ら
侵
略
主
義
が
復
活
す
る
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
、
し

か
し
そ
こ
ま
で
は
言

っ
て
な

い
。
周
総

理
と
話
し
て
も
独
立
国

が
自
衛
の
軍
隊
を
も

つ
こ
と
は
当
然
だ
と

い
っ
て

い
ま
す
。
し

か
し
近
ご
ろ
の
口
本
を
み
て
い
る
と
、
相
当

に
軍
事
予
算
も
ふ

え
て
い
る
、
今
言

っ
た
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
追
随

の
姿
勢

の
上

に

立

っ
て
軍
事
予
算
が

ふ
え
た
り
、
あ
る
い
は
戦
争
映
爾
が
で
き

た
り
、
い
ろ

ん
な
意
味

で
…
…
。

「
日
本

の
若

い
人
は
徴
兵
制

に
も
反
対
だ
、
今

の
自
衛
隊

の
隊
員
募

集
に
し
た

っ
て
定
員
通

り
に
は
集
ま
ら
な

い
」
私

は
そ
う
言

っ
て
、

い
ろ
ん
な
説
明
を

し
た
ん
で
す
が
…
…
、

「国
民

の
皆
さ
ん
が
そ
う
な

っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。

一
握
り

の
、
権
力
を
も

っ
た
人

の
中
に
そ
う
い

う

よ
う
な
考
え
の
も
と
に
行
動
を
し

つ
つ
あ

る
と
認
め
ざ
る
を

得
な
い
人
が
あ
る
ん
だ
、
そ
れ
は
現
実

の
事
実
じ

ゃ
な

い
か
」

と
い
う
点
に
力
を
入
れ
て
わ
れ
わ
れ
に
話

し
ま
し
た
、
そ
う
い

う
意
味
か
ら
申
し
て
、
軍
国
重
義
論

と
い
う

の
が
出
て
く

る
わ

け
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を

い
ろ
い
ろ
あ
お
る
意
味

に
お
い
て
映

画
だ
と
か
い
ろ
ん
な
も

の
が
、過
去

の
追
憶

と
し
て
出

て
く
る
、

そ
れ
は
政
府
が
や
ら
せ
て
る
ん
だ
と
い
い
ま
す
。「
そ
ん
な

こ
と

は
な
い
、
日
本

の
言
論

の
自
由

の
中

で
、
そ
う

い
う
も

の
を
や

ら
そ
う
た
っ
て
な
か
な
か

い
く
も
ん
じ

ゃ
な

い
ん
だ
」
と
、

い

ろ
い
ろ
申
し
ま
す
が
、
し
か
し
や
は
り
日
本

の
新
関
を
み
て
て

産
軍
共
同
と
い
わ
れ
る
、
あ
る
い
は

マ
ラ

ッ
カ
海
峡
か
ら
日
本

ま
で
石
油
を
護
送
す

る
た
め
に
何
ら
か

の
措
置
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
経
済
人
も
あ
る
と
。

日
本

の
新
聞
は
よ
く

読
ん
で
お
り
ま
す

か
ら
、
時

々
出
て
い
る

の
が
自

ら

一
般
的
な

風
潮
を
あ
お
る
こ
と
に
な
り

つ
つ
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
わ
れ
わ

( 12 )
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れ
は
み
る
、
そ
れ
は
現
実

じ

ゃ
な
い
だ
ろ
う

か
。

例

の
山
本
五
十
六
さ

ん
の
映
圃
な
ん
て
い
う

の
も
山
て
い
る

わ
け
で
、
こ
の
映
画
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
む

こ
う
で
問
題
に
し
て

い
る
映
画
だ
と

い

っ
て
ま
す
.
た
だ
そ
の
中

で
私

た
ち
が
そ
の

話
を
き
き
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
角
度

で
質
問
し
た
り
し
て
み
ま

す
と
、
私
は
山
本
五
十

六
さ
ん
を
知

っ
て
ま
す
、

あ
の
人
は
そ

ん
な
積
極
的
な
侵
略
主
義
者
だ
と
私
は
思
わ
な

い
、
と
話
を
い

た
し
ま
す
と

コ
そ
れ
も

そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ー

そ
の

辺
が
我

々
の
気

の
つ
か
な

い
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
け
ど
ー
ー
あ
の

映
画
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
が
感
得
す
る
と
こ
ろ
は
、
ア
メ
リ
カ

に
対
し
て
は
戦
争
を

す
る
の
は
こ
り
ご
り
だ
、
戦
争

し
ち

雫
い

か
ん
、
大
国
に
対
し
て
は
.
そ
の
.反
省
が
出

て
る
こ
と
は
わ
れ

わ
れ
も
認
め
る
が
、

し
か
し
中
国
に
対
し
て
か

つ
て
侵
略
し
た

こ
と
に
対
す
る
反
省

は

一
つ
4
1
で
て

い
な

い
。」

こ
う
い
う
い

い
方
を
い
た
し
ま
す

.
そ
う

い
う
点
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
隔
意

な
く
懇
談
を
し
て
ま

い
り
窯
す
と
た
と
え
ば

こ
う

い
う
こ
と
を

い
う
.「あ

あ
満
州
国
∵
こ
い
う
、
μ
本

の
諸
君
が

一
握
り
の
軍
閥
に

動

か
さ
れ
そ
の
犠
牲

に
な

ッ
て
満
州
国
な
ん
か
で
死
ん
だ
り
し

た
、
そ

の
人
た
ち
を
追
憶

し
、
丁
重
に
弔

い
た

い

と

い
う

気

持
、
あ
る
い
は
そ
う

い
う
こ
と
を
回
顧
す

る
と
い

う

気

持

は

わ
か
ら
ん
こ
と
じ

ゃ
な

い
、
当
然
そ
う

い
う

こ
と
は
考
え
ら
れ

ま

し
ょ
う
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
対
し
て
、
直
接

に
文
.句
を
い

い
た

い
と
は
思
わ
な

い
、

し
か
し
満
州
国
が

で
き
た
と
い
う
こ

と
は
、
中
国
入
に
と

っ
て
最
大

の
侮
辱
で
あ

る
。
か
つ
て
そ
れ

は
酉
欧
諸
国
が
中
国

を
侵
略
し
た
.

し

か
し

よ
そ

の
国
に
き

て
、
か

っ
て
に
国
を
作

り
て

そ
れ

を
左
右
し
た
と

い
う
経
験

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
香
港

を
わ
た
し
た
と
か
、

い
ろ
ん
な
形
で
あ

っ
た
が
、
そ
う

い
う

こ
と
で
は
な
い
。
口
本
人

の
力
で
満
州
を

つ
く

っ
た
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
許
す

べ
か
ら
ざ
る
こ

と
だ
と
思
う
。

わ
れ
わ
れ
は
H
本
と
中
国
と

の
閙

の
関
係
を
で

き

る
だ
け
改
善

し
よ
う

と
考
え
て
、
そ
の
問
題

は
わ
れ
わ
れ
の

頭

か
ら
で
き
る
だ
け
忘
れ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ

て

い
る
り
そ
れ
な
の
に
、
日
本

の
そ
う
い
う
問
題

で
わ
れ

わ
れ

が
刺
戟

さ
れ
る
よ
う
な
書
き
方
が
あ
る
と
、

わ
れ
わ
れ
は
反
撥

す

る
と
い
う
気
持

が
あ
る
。
け
し
か
ら
ん
と

い
う

気

持

に
な

ら
ざ

る
を
え
な

い
」
、
私

は
そ
う

い
う
説
明
を

き
き

ま
し
た
時

に
、

な
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
が
考
え
な
か

っ
た
点

に
ふ
れ
て
る
ん

じ

ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
.
む
こ
う
も
日
本

の
な
く
な

ッ
た

人

の
迫

憶
、
.顕
彰

は
わ
か
ら
ん
こ
と
じ

ゃ
な

い
、
と
い
う

こ
と

で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
う
い
う
点
に

つ
い
て
園
交
を
回
復

し
て
ち
ゃ
ん
と
い
く
ま
で
、
若
干
自
制
す

る
こ
と
が
必
要

で
は

な

い
だ
ろ
う
か
、
同
時

に
自
制
の
上
に
た

っ
て
む
こ
う
側

に
も

考

え
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、

こ
う

し
た
問
題
は
、
相
互
理
解
が
不
足
し
て
る
と
こ
ろ
か
ら
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
、
従

っ
て
も

ッ
と
大
勢

の

皆
さ

ん
が
中
国
に
い
か
れ
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
そ
れ
ぞ
れ
の

角
度

か
ら
お
話
し
あ

い
を
な
さ

っ
て
、
そ
し
て
む
こ
う
の
気
持

を

つ
か
ん
で
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
し
て
、

口
本
も
立
場
を
変
え

て
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
変
に
必
要
な

こ
と
で
あ

っ
て
.
そ
の

こ
と
自
体
は
決
し
て
卑

履
な
こ
と
で
は
な

い
と
思

い
ま
す
、
し

か
し
、
話
し
合

い
の
基
礎

に
む
こ
う

の
気
も
ち
を
く
ん
で

い
く

と

い
う
気
持
が
な
け
れ
ば
、

こ
う
こ
じ
れ

て
ま

い
り
ま
し
た
口

巾
-関

係
を
打
解
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
思

い
ま
す
。

ま

だ
い
ろ
い
ろ
、
軍
事
予
算

の
問
題
も
物
価
高

の
現
.状

か
ら

い

っ
て
、
説
明
し
ま
し
た
が
略
し
ま
し
て
、
結
局

「何
ら
か
の

形

で
軍
国
⊥
義
的
行
動

を
お
こ
そ
う
と

い
う
活
動
が
、
現
実
に

わ
れ

わ
れ
が
み
て
い
れ
ば
あ
る
.
日
本
は
、
日
本

の
平
和
と
安

全

の
た
め
に
朝
鮮
半
島
が
平
和
と
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と

し
て
朝
鮮
半
島
を
と

り
た
。
そ
し
て
朝
鮮

半
島
を
ふ
く
め
た

平

和
と
安
全

の
た
め
に
満
州
国
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

満

州
国
を
つ
く
る
に
は
中
支
に
対
し
て
も
う
少
し
索
制
し
な
く

ち

ぐ
な
ら
ん
1

日
本

の
国
民
は
ご
存
知
な
か

っ
た
こ
と
だ
ろ

う
が
、
わ
れ
わ
れ
も
し
ら
な
か

っ
た
ー

そ
う

い
う
過
去

の
経

験

を
考
え
る
と
わ
れ
わ
れ
は
今
、
現
実

に
あ
る
そ
う

い
う

一
握

り

の
勢
力
で
も
う
か

つ
に
し
て
い
れ
ば
日
本
国
民
を
ひ

っ
ぱ

っ

て
い
く
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
の
は
あ
た
り
・ま
え
じ

ぞ
あ
り
ま

せ
ん
か
」、
こ
う

い
う

い
い
方
も
い
た
し
ま
す
。

そ
う

い
う
こ

と
で
わ
れ
わ
れ
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
多

分

に
あ
り
ま
す
.
何
と
し
て
も
職
争
の
結
来
を

つ
け
て
し
ま
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
そ
れ
は
国
交
回
復

と
い
う

こ
と
で
あ
ろ

う

か
と
思
い
ま
す
。

今
年
行

っ
て
み
て
私
が
著

し
く
感
じ
ま
し
た
こ
と
は
、
文
革

が
昨
年
は
収
拾
段
階

だ

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
今
年
は
文
革
を

お
え
て
新
し
い
段
階

に

一
歩
ふ
み
だ
し
た
ん
じ

ぞ
な
い
か
と
い

う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
私
ば
か
り
で
な
く
、
行
き
ま
し
た
人
が

一
様
に
感
じ
た
こ
と
で
、

こ
の

一
年
間

の
変
化
と

い
う
の
は
相

当

に
大
き
い
。
そ
れ
は

一
つ
は
国
際
情
勢
が
有
利
に
展
開
し
て

る
と
い
う
こ
と
、
も
う

一
つ
は
食
糧
事
情
が
非
常
に
よ
く
な

っ

て
き

て
い
る
、
と
い
う

こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
従

っ

て
そ
う
い
う
面
で
安
定

し
な
が
ら
新
し
い
建
設

に
進

ん
で
い
っ

て
る
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
と
思
い
ま
す
、
し
た
が

っ
て
た
と

え
ば
わ
れ
わ
れ
が
昨
年
ま

い
り
ま
し
た
時
に
は
、
万
里
の
長
城

は
み
せ
て
く
れ
と
い

っ
て
も

つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
よ
ろ
こ
ん

で
つ
れ

て
い

く
と

い
う

こ
と
で
し

た
。
た
だ
雪
が
ふ

っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
と
う
と
う

い
か
な
か

っ
た

ん
で
す
が
、

ま
た
写
真
な
ど

も
北
京
市
内

の
山
の
上
か

ら
、
昨
年
は
と
ら
な

い
で
く
れ
と
い
わ
れ
て
た
が
、
今
年
は
平

気

で
と
ら
せ
て
く
れ
た
。
覚
書
事
務
所

の
職
員
も

「昨
年
秋
か

ら
、
自
分
た
ち
は
家
族
つ
れ
で
い
く
行
動

の
範
囲
が
広
く
な

っ

( 13 )
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ノ
」
～

レ

ぜ
マ
ヨ
し
汝

そ
曹7,、レ
う

レ
ろ
て
求
ち
つ
し
て
き

て

ま
し
た
。
昨
年
は
工
場
昆
学
の
時

も
説
明

の
中
で
異

卩
同
音

に

「劉
少
奇
路
線

の
洋
奴
晢
学
に
よ
る
も
の
な
の
で
、

こ
れ
を
廃

止
し
た
」

と

い
う
よ
う
な
説
明
が
入

っ
た
。
今
年

は
あ
ま
り
そ

う
い
う

こ
と
は
聞
か
な
い
で
中
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
、

そ
ん
な

い
み
で
阿
と
な
く
新

し
い
段
階

に
進
み
つ
つ
あ
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
思

い
皮
す
。

そ
れ

か
ら
文
革
で

つ
か

っ
た
若

い
青
少
年

の

エ
ネ

ル
ギ

ー

を
、
非
常

に

つ
よ
く
国
を
守

る
と

い
う

こ
と
と
、
産
業
活
動

に

つ
か

っ
て
い
ま
す
。

産
業
活
動
を
拝
見
し
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は

そ
う
完
ぺ
き
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
h畢
夷
で
す
が
、
し
か
し
非

幣
に
皆
が

冖
生
懸
命
に
働

い
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
み
せ
て
も

ら

っ
た
工
場

の
工
作
機
械
は
優
秀

な
も

の
で

は
ご
ざ

い
ま

せ

ん
、
が
、

工
員
の
諸
君
は
た
り
な

い
も

の
は
手
づ
く
り
で

つ
く

ッ
て
能
率
を
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
調
子
で
.
そ
の
や

り
方
が

将
来
、
山
-国

の
働
ら
い
て
る
入
た
ち

の
工
作
技
術

の
レ
ベ
ル
を

あ
げ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が

い
た
し
ま
す
。
従

っ
て
今

の
よ
う
な
状
態
で
い
け
ば
五
年

十
年
後
に
は
、
相
当
な
工
作
力

が
川

て
く

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
感
じ
が

い
た
し
ま

し
た
。

そ
う

い
う

い
み
か
ら
い
っ
て
M
門
交
回
復
し
て
い
わ
ゆ
る
劉
少
奇

の
洋
奴
晢
学
路
線
、
何
で
も
ひ
も

つ
き
で
外
国
に
お
そ
わ

る
と

い
う
ん
じ

ヤ
な
く
、
日
本
人
か
ら
き
き
た
い
と
い
う

こ
と

は
た

く
さ
ん
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
、
地
下
鉄
も
み
ま
し

た
が
、
地
下
鉄

に
の
る
前
に
、

む

こ
う

の
革
命
委
員

の
副
孟
任

ぐ
ら
い
が

「
わ
れ
わ
れ
は
地
下
鉄

で
も
全
部
圍
産
で
作

っ
て
る

ん
だ
が
、
日
本

の
皆
さ
ん
は
地
下
鉄
に

の
っ
て
る
経
験

が
あ
る
、

乗

っ
た
ら

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
」
と
い

っ
て
ま
し
た
。
電
気

炉

の
工
場

で
も
中
級
技
術
者

し
か

い
な
い
か
ら
大
学

の
研
究
室

に
四
人

の
工
員
を
出
し
て
、
こ
う

い
う
も
の
に
と
り
か
か

っ
た

と
い
う
離

を
し
て
お
り
ま
し
た
、
そ

の
過
程
で

「北
京

の
日
本

の
展
示
会

で
こ
う
い
う
も
の
が
娼

品
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
よ

ろ
こ
ん

で
見

に
い
こ
う
と
思

っ
た
と

こ
ろ
が
、
日
木
政
府

は
出

品
を
停

止
さ
せ
た
。
あ
れ
は
い
か
ん
だ

っ
た
」
と
い
っ
て

ま
し

た
。日
木

の
工
業
力
を
高
く
評
価
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
で

い
ろ

い
ろ
お
そ
わ
り
た
い
と
い
っ
て
ま
す
。

対
等

の
意
味

で
物
が
い
え
な

い
、

そ
う

い
う
い
み
で

一
日
も

早
く
国

交
を
回
復
し
て
対
等

の
立

ち
場

で
物
を
い
い
な
が

ら
協

力
体
制

を

つ
く

っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
口
本

の
将
来
を

考

え

て
私
は
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
経
済
ば
か
り
で
な

く
、

政
治
外
交

の
問
題
も
ふ
く
め
て
…
…
。

近
ご

ろ
国
益
と

い
う
こ
と
が

い
わ
れ

る
ん
で
す
け
ど
、

私
は

そ
れ
こ
そ
国
益

に
そ

っ
た
線
で
あ

る
と
思

い
ま
す
。

原
理
凄
長

ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
で
は
質

問
に
は

い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

官
本

(
朝

日
イ
ヅ

ニ
ン
グ

ニ

一
ユ
ー

ス
)

日
華
条
約

を
破

棄
し
な
く

て
も
国
交
同
復
の
交
渉
が

で
き

る
と
い
う
感
じ

を
う

け
ら
れ

た
と

い
わ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的

に
周
首
相
、
王

鬨
権

さ
ん
あ

た
り

の
ど
う

い
う
.こ
と
ば
か
ら
う
け
と
ら
れ
た
か

お
聞

か
せ
願

い
た

い
と
思
い
ま
す
。

答

日
本

と
中
国
と
の
国
交
回
復

と

い
う
問
題
は
、

一
つ
の

中
岡
と

い
う

こ
と
を
前
提
に
し
て
、
台
湾
は
そ
の
省

で
あ

る
と

い
う
立
ち
場
を
竪
持
す
れ
ば
、
そ
れ
は
事
後
で
も
解
消

さ

れ
る

わ
け
で
す
ね
、

だ
か
ら
時
期
だ
け
に

こ
だ
わ
ら
ん
と
私

は
思

い

ま
す
。
向

こ
う
側
か
ら
い
え
ば
あ
れ
は
認
め
て
い
な

い
条

約
、

無
い
と
思

っ
て
る
条
約
な
ん
だ
か
ら
、
そ

の
条
約
を
解
消

す
る

と
い
う

必
要

は
な
い
と
思

っ
て

い
る
。
周
首
相
で
は
な

い
が
、

言
葉

の
中

に
で
て
き
ま
す
。

ジ

ェ
ー
ム
ソ
ン

(
シ
カ
ゴ

・
ト
リ
ビ

温
ー

ン
)

中
国

の
宇

宙
衛
星
、
核
開
発
に

つ
い
て
お
話

な
さ
ら
な
か

っ
た
ん
で
し

ょ

う

か
、
な
さ

っ
た
場
合
は
ど
ん
な
点
に

つ
い
て
お
話
な
さ

っ
た

ん
で
し
ょ
う
か
。

答

全
然
核
開
発
の
問
題
に
ふ
れ
な
か

っ
た
わ
け
じ

マ
あ
り

衷
せ
ん
。
む

こ
う
側
は

「核
を
国
際

平
和

の
バ
ラ
ン
ス
の
上

で

も

ッ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
、
使
う
た
め
に
作

っ
て
る
ん

じ
聖
な

い
」
と
強
く
主
張
し
て

い
ま
す
。

松
本

(
フ
ジ
テ
レ
ビ
)

口
本
が

こ
れ
か
ら
か
り
に
中
国

と

囮
交
回
復
交
渉
を
す
る
場
合
に
は
、

い
わ
ゆ
る
カ
ナ
ダ

の
テ
ー

ク

・
ノ
ー
ト
方
式
で
は
無
理
だ
ろ
う

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
が
、

こ
れ
は
む
り
な
の
か
、
む
り
な
ら
ど
う
し
て
む
り
な

の

か
。答

私

は
今
度

の
い
ろ
ん
な
話

し
合

い
を
通
じ
て
、
テ
ー

ク

・
ノ
ー
ト
と

い
う
形
に
お
い
て
、
も

し
会
談
に
は
い
れ
れ
ば

そ

れ
は
成
功

だ
と
思

い
ま
す
よ
。
し
か
し
今
の
よ
う
な
感
情
的
な

喰

い
違

い
が
強

い
場
合
は
、
会
談
自
体

に
も
入
れ
な

い
ん
で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
や
は
り
日
本
が
隣

の
国

で
あ

っ

て
、
台
湾

に
対

し
て
経
済
的
に
も
過
去

の
政
治
的
に
も

い
ろ

い

ろ
な
繋
が

り
を
も

っ
て
い
る
。
で
す

か
ら
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ

ア

と
は
違
う

ん
だ
と

い
う
意
識
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
佐

藤

・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
の
中
の
台
湾

の
問
題
に
も
ふ
れ
て
そ
う

い

う
こ
と
が

い
え
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
日

本
に
対
し

て
は
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ

ア
よ
り
も
も
う
少
し
厳

し

い

ん
じ

マ
な

い
か
と
い
う
判
断
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

若
松

(
中

日
新
聞
)

先
程
藤
山
さ

ん
が
お

っ
し
ゃ
い
ま

し

た
よ
う
な

い
わ
ゆ
る
相
互
理
解
を
ふ
か
め
て
い
く
上
に
お

い
て

も
記
者
交
流

の
問
題
が
や
は
り

一
つ
の
手
段
と
し
て
の
ぞ
ま
し

い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、

こ
の
問
題
は
北
京

で
話

題
に
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
か
。
あ
る

い
は
何
か
こ
の
点

で
感
触

と
し
て
お
か
ん
じ
に
な

っ
た

こ
と
が

ご
ざ

い
ま
せ
ん

で
し
た

( 14 )
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答

こ
の
点
で
は
私
も
出
し
皮
し
た
し
、

一
行
に
田
川
霜
が

お
り
衷
す
か
ら
.
田
川
君
か
ら
も
出
し
ま
し
た
.
そ
の
時

の
あ

れ
で
す
と
五
社

で
す
ね
。
五
社
ぐ
ら
い
を
充
足
さ
せ
相
互
に
交

換
す
る
の
が
適
当
じ

ゃ
な

い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
考

え
方
を

の

べ
て
お
り
ま

し
た
。
一.一袿

で
な
く
て
五
祉

ぐ
ら
い
に
や
る
の
が

現
状
で
は
適
当

で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
周
総
理
か
ら
の
感
触

ぐ
す
。
そ
れ

と
同
時

に
で
す
ね
、
新
聞
関
係

の
方
に
印
象

を
申

し
L
げ
れ
ば
、
や

づ
ぱ
り
新
聞
祉

の
中

で
、
外
報

部

の
方

で

な
く
て
も
政
治
部

の
方
に
も
希
望
者

に
中
国
語
を
習
わ
せ
て
将

来
、
特
派
員

に
な
る
よ
う
な
養
成
を
し
て
い
た
だ
く
方
が

い
い

ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思

い
ま
す
.
た
び
た
び
こ
れ
か
ら
い
か
な
き

ゃ
な
ら
ん
で
す

か
ら
.
中
国
語
が
で
き
な
い
と
い
う

の
は
難
点

だ
と
思

い
ま
す
。
む
こ
・・2
は
目
木
語
が
よ
く
で
き

る

ん

で

す

よ
、
新
華
祉

の
方

で
も
…
…
。

質
問

(読
売
)

中
国
は
建
前
と
し
て
国
連

に
対
し
て
米
帝

国
虫
義
の
道
鬥
バ
と
い
う
よ
う
な
原
則
論
を
出

し
て
い
る
わ
け
で

ナ
.
そ
う

い
う
中
国
が
仮
に
今
年
の
秋
あ
た
り
国
連
に
は
い
れ

る
と
な

ワ
た
場
へ
冂
、
喜
ん
で
は
い
る
用
意
が

あ
り
ま
す
か
ど
う

か
.答

前

に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ん
か
脱
退
し
た
当
時
、
別

の
国

連
を
つ
く
る
な
ん
て
こ
と
を

い
っ
て
お

っ
た
で
す
け
ど
、
今
そ

ん
な
考
え
方
は
な
い
し
.
む
し
ろ
国
連
が

こ
れ
を
迎

え
入
れ
て

常
任
理
事
国
に
も
人
れ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
動
き
が
あ
る
わ
け

で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
よ
う
な
形
を
と

っ
て
る
。

た
だ
自
分

の
方

か
ら
人
れ
て
く
れ
と
は
金
輪
際
言
わ
な
い
だ
ろ

う
と
は
思

い
ま
す
、
し
か
し
拒
.否
す
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

広
芝

(大
和
ク
で
ム
ス
)

素
朴
な
国
民
感
情
と
し
て
伺

い

た
い
が
、
藤
山
さ
ん
は
、
第

一
次
安
保
改
定

の
時

の
責
任
者

の

か

。

一
入
だ

っ
た
、
そ

の
藤
山
さ
ん
が
、
今
度
は
中
国
閙
題

に
と
り

く
む
と

い
う

の
は
、
大
変
矛
盾

し
て

い
る
と
い
う
感
じ
が
す

る

ゆ
ゐ

ロ

カ
P『『『.9

答

私
は
よ
く

い
ろ
ん
な
機
会

に
言
う
し
、
こ
れ
は
私

の
お

や
じ
以
来

の
考
え
方
だ
と

い
う

の
で
す
が
、
日
本
は
ア
メ
リ

カ

と
中
因

の
両
方
と
仲
よ
く
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
、

い
う

こ
と
で
す
、
私
は
現
に
そ
れ
が
口
木

の
将
来

の
た

め
に
も

正
し

い
と
思

い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
自
身

は
や
は
リ
ア
メ
リ
カ

と
も
中
国

と
も
仲

よ
く
し
て
い
く

と
、
た
だ
今
の
現
状

か
ら

い

え
ば
、
中
国
と

ア
メ
リ
カ
は
大
変

に
、
ア
メ
リ
カ
帝
国

虫
義

だ

と
か
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

そ
の
他
で
対
立
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間

に

ーー
本
が
た

ッ
て
橋
渡

し
を
す
る
立
ち
場
に
私
は
な
い
と
思

い
ま

す
。11

本
は
、
中
国
と
国
交
で
も
回
復

し
た
ら
.
本
当

の
橋
渡

し

が
で
き
る
立
ち
場
に
な
ろ
う
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、

国
交
も

回
復

し
て
な

い
で
、
両
方
か
ら
笑
わ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
私
は

将
来
と
も
そ
う

い
う
考
え
方
で
い

っ
て
、
矛
盾
は
な

い
と
思

い

ま
す
.

ア
メ
リ
カ
は
過
去
に
お
い
て
、
他

の
西
欧
諸
国

あ
る
い

は
H
本

と
ち
が

っ
て
、
中
国
を
侵
略

し
た

こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
.
戦
争
中

は
む
こ
う
の
人
も

い
う

よ
う
に
国
民
党
、
共
産
党

ふ
く
め
て
ア
メ
リ
カ
は
援
助
し
て
き

て
い
る
。
だ
か
ら
た
だ
問

題
は
台
湾

一
つ
に
か
か

っ
て
い
る
わ
け
で
す
、
か

つ
て
満
洲
国

を
侵
略
し
た
と
か
、
あ
る
い
は
ソ
連
が
旅
順

を
と

つ
た
と
か
,

青
島

を
ド
イ

ツ
が
と

ッ
た
と
か
い
う

の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
な

い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
今
度

の
私

の
話

の
中
で
も
そ
う

い
う

ニ

ュ
ア

ン
ス
が
出

て
く
る
ん
で
す
が
、

ち

ょ
う
ど
覚
書

の
方

々
が

会

ッ
た
時
に
も
同
総
理
が

「存
外
、

ア
メ
リ
カ
と
早
く
外

交
転

換
す

る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」

と
い
わ
れ
た
そ
う

で
す
。
で
す
か
ら
私
は
日
本
の
国
策
と
し
て
両
方
と
仲
よ
く

し
て

い

く
.
私
は
そ
の
信
念

で
や
13
ま
す
。

質
問

日
中
国
交
同
復

の
あ
か

つ
き
に
は
日
本

と
中
国

の
間

で
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
何
ら
か
の
話
し
合

い
を

し
て

い
い
の

で
は
な

い
か
と
中
国
側
が
思

っ
て
い
る
よ
う
な
感
触
を
得
た
、

と
い
う
お
話

で
し
た
が
、

こ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
う

い
う

ふ
う

に
と

っ
て
よ
ろ
し
い
の
か
。
そ
の
場
合
、
中
ソ
条
約
、
口
米
安

保
条
約

と

の
悶
係

は
ど
う
な
る
か
。

答

具
体
的

に
は
何
と
も
申

し
上
げ
か
ね
ま
す
。
し
か
し
国

交
回
復

し
た
上

で
、
わ
れ
わ
れ
は
少
く
と
も
中
ソ
友
好
同
盟
条

約

の
中

の
敵
国
条
項
だ
け
は
と

り
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

い

ろ
ん
な
意
味

で
…
…
。
そ
う

い
う
問
題
を
お
互
に
平

ら
な
気
持

で
話
す
事
態
が

で
き
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し

ょ
う
か
。

で
す
か
ら

国
交
回
復
し
た
後

の
安
保
と

い
う
も

の
の
形
も
私
は
変

わ

っ
て

く
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
と
思
う
。
も

し
ア
メ
リ
カ
の
中
国
接

近
と

い
う
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
れ
ば
な
お
さ
ら
変
わ

っ
て
く
る
ん

で
、
事
前
に
口
米
安
保
を
廃
棄
し
る
と
か
何
と
か

い
っ
て
る
ん

じ
ゃ
な

い
で
す
か
ら
、
国
交
回
復
後

の
問
題
と
し
て
広
範
囲

に

考

え
て
い

ッ
て

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

荒
井

(
N
H
K
)

冖
つ
の
中
国
と
い
う
こ
と

か

ら

で

す

が
、
中
国

と
し
て
は
台
湾
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て

い
こ
う
と

考

え
て

い
る
の
か
。
形
を
か
え
た
国
共
合
作
だ
と
か
自
治

区
と

か
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
が
…
…
、
時
間
的
要
素
を
加
味

し
て
そ
う

い
う
話
が
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
、

答

ど
う

い
う
形
で
か
は
、
私
は
は

り
き
り
申
し
上
げ

る
よ

う
な
材
料
を

つ
か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
何
ら
か

の
形

で

話
し
含

い
を

つ
け
る
努
力
は
す

る
ん
じ

ゃ
な
い
か

と

思

い

ま

す
。
そ
う

い
う
立
ち
場
そ

の
も

の
は
私

は
話
し
合

い
が

つ
く
な

ら
北
京
が
そ
ん
な
に
台
湾
を
に
く
ん
で
扱
う
と
い
う
こ
と

は
無

い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思

い
ま
す
。
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口
本

記
者

ク
ラ
ブ

の

シ

ン
ボ

ル

・
マ
ー

ク
を
募

集

し

ま
す

。

ジ

㍗
ー
ナ

リ

ス
ト

の
ク
ラ
ブ

に
ふ
さ

わ

し

い
図

案

を

お
よ

せ
く
だ
さ

い
。

応

募

資
格

日
本

新

聞

協

会
、

冂
本
民

間

放

送
連

盟

加
盟

社

の
社

員

締

め
切

り

五
月

.二
十

冖
口

(
刀
)

賞

金

入
選

三
万

円

(
一
名

)

俺
作

一
席

一
万

円

(
一
名

)

二
席

五
千

円

(
二
駘
)

(
送

り
先
)

H
本
記

者

ク

ラ
ブ
事
務

局

1
、

審
査

は
、

ケ

ラ

ブ

の
総
務

委
員
会

が

行

な

い
ま

す
。

2
、

「
入

で
何
点

応

募

さ

れ

て
も

か
ま

い
ま

せ
ん
.

3
、

各
作

晶

に
は

、
社

名

、
所

属
部

名

、

お
名
前

を

か
な
ら
ず

ご
記

入

く

だ
さ

い
。

4
、

応
募
作

品

は
、

返
却

い
た
し
ま

せ

ん
。

マ
ー
ク
を
募

集

し
ま
す

お

知

ら

せ

ク
ラ
ブ
員
で
、
趣
味

の
同

好
会

(
碁
、

将
棋
、

釣
、

ゴ

ル
フ
な
ど
)

や
特
殊

な
外
国
語
の
勉
強
会

(
イ

ン
ド

ネ

シ
ア
認
、

韓
国
語

な
ど
)

を

開

い
て
は
ど
う

か
と
い

う
話
が
出

て
お
り
ま
す

。

こ
れ
に

つ
い
て
、

ご
意

見
な

り
,

ご
希
粟
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務

局
あ
て
お
知

ら
せ

く

だ
さ

い
。

事
務

局
に
万
博
映
画
の
割
り
引
き
券

(
六
〇
〇
円
を

四
五
〇
円

に
割
り
引

き
)

が
あ
り
ま
す
、
希
望
者

は
代

金

四
五
〇
円
を
添
え
て
お
巾

し
二
み
く
だ
さ

い
。
(
枚
数

に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
)
、

(
参

考

)

マ
ー

ク
募
集

に

つ
い
て
は

三
月
号

の
会
報

で
お

知

ら

せ

し

ま

し

た
が
、

二
、

三

お
問

い
合

わ

せ
が

あ

り

ま
し

た

の

で
、

ご
参
考

ま

で

に
以

下

お

知

ら

せ

い

た

し
ま

す

.

一

一
、

口
本

記
者

ク

ラ
ブ

の

ロ
ー

マ
字

略

称

-

規

約

に
N

I

P
P
O

N

・
K

I
S

H
A

・
C
L

U

B
と

一

な

っ
て
お

り
ま
す

の
で

「
N

・
K

・
C
」

が

略

号

皿

に
な

り
ま
す
。

二
、

ワ

シ

ン
ト

ン
の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
プ

レ
ス
ク

ラ
ブ

.

の

マ
ー

ク
は

「
み
み
ず

く

」

で
す
。
夜

も

日

を
見

張

っ
て
い
る
と

い
う
意

味

で
し

ょ
う

。

レ
タ

ー

へ

 

ッ
ド

の
外

に
ネ

ク
ク

イ

ピ

ン
、

カ

フ

ス
ボ

タ

ン
、

一

ネ

ク

タ
イ

の
模

様

な

ど

に
使

わ
れ

て

い
ま
す

。

三

、
応

募
資

格

は
、
新

聞

協

会
、

民
放
連

の
加

盟

社

一

の
社

員

で
あ

れ
ば

、
当

ク
ラ
ブ

の
会

員

で
な

く

て

も

か

ま

い
ま
せ

ん
。

バ
ー

の
お

知

ら

せ

会
員

の
皆
様
か
ら
、

強

い
ご

要
塹
が
あ

り
ま

し
た
の

で
、

四
刀

一
日
か
ら
ク
ラ
ブ

の
バ
ー
に
冂
本

酒

と
簡
単

な
か
ん
詰

め
を
用
意

い
た
し
ま
し
た
。

ご
利

用
く
だ
さ

い

。

目
本
酒

(
菊

正
宗

)
特

級

二
〇

〇

円

コ
ン
ビ
ー

フ

ニ
五
〇

円

オ
イ

ル

・
サ
ー
デ

ン

ニ
○

○

円

お

願

い

会

員
祉

の
住

所

、
電

話

番
号

、
会

員

の
役

職
冖変

更

な

ど
が

あ

り
ま

し
た
ら

、

な
る

べ
く
早

く
事
務

局

あ

て

れ
42
知

ら

せ
く
だ

さ

い
。

4
日

(
火
)
午
後

2
時
～

4
時

フ
ラ

ン
ス
文
化
使

節

ロ
ジ

ェ

・
カ
イ

ヨ
ワ
氏
講
演
会

12

日

(
水
)
見
学
会

11
横
須
賀
米
海
軍
基
地

五
月
行
事
予
定 試

写
会

(
読
質
別
館

7
階
})
「
書
を
捨

て
よ
町

へ
出

よ
う
」

15
日

(木
)
正
午
～
午
後

2
時

昼
食
会

(
帝
国
ホ

テ
ル
新
本
館

2
階

〃
菊

の
躙間
”
)

ゲ

ス
ト

韓
国
李
錯
駐
日
大
使

26

日

(
月
)
午
後

ポ

ー
ラ
ン
ド

イ

エ
ン
ド

リ
ボ

.

フ
ス
キ
ー
外
相
記
者
会
見

5

日

(
月
)
午
後

4
時
～

5
時

30
分

第
19
回
企
両
委
員
会

(
ク
ラ
ブ
)

6

日

(
火
)
午
後

4
時
～

5
時
30
分

第
17
回
理
事
会

(

〃

7

日

(水
)
午
前

10
時

30
分
～
正
午

西
独
連
邦

力

…

ル
テ
ル
庁

ギ

ュ
ン
タ
ー
長
官
記
者
会

.

見

8

日

(
木
)
午
後

12
時

30
分
～
2
時
30
分

昼
食
会

(
帝
国

ホ

テ
ル

菊
)

ゲ

ス
ト

コ
ン
ゴ

モ
ブ

ツ
大
統
領

9

日

(
金
)
午
後

4
時

30
分
～
6
時

ラ
オ

ス

カ

ン
パ

ン

パ

ニ
ヤ
外
務
大
臣
代
理
記
者

一

会
見

(
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム
)

一

午
後

5
時

試
写
会

(東
宝
試
写
室
)

東
宝
映
画

「
幻

の
殺
意
」

13
日

(
火
)
午
後

3
時

～
5
時

日
ソ
漁
業
交
渉
団

モ
イ

シ

ェ
ー

エ
フ
団
長
記
者
会
見

午
後

3
時

30
分

)

四

月

行

事
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